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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

史
料
紹
介
・
翻
刻

十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南

み
な
み

山や
ま

御お

蔵く
ら

入い
り

領り
ょ
うへ

の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

川
　
口
　
　
　
洋

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
福
島
県
歴
史
資
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
福
島
県
南
会
津
郡
南

会
津
町
の
馬
場
家
文
書
、
檜ひ

の

枝え

岐ま
た

村む
ら

文
書
、
お
よ
び
福
島
県
大
沼
郡
金
山
町
教

育
委
員
会
に
保
存
さ
れ
て
い
る
大
竹
家
文
書
の
う
ち
、
十
八
・
十
九
世
紀
に
確

認
で
き
る
越
後
国
、
上
野
国
、
下
野
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組

手
続
き
に
関
わ
る
史
料
を
紹
介
、
翻
刻
す
る
。

歴
史
地
理
学
と
そ
の
隣
接
分
野
で
は
、
婚
姻
を
契
機
と
す
る
人
口
移
動
（
婚

姻
移
動
）
を
村
内
婚
、
近
隣
婚
、
遠
方
婚
に
分
け
て
検
討
し
て
き
た
。
村
内
婚

は
同
じ
集
落
の
者
同
士
の
婚
姻
、
近
隣
婚
は
徒
歩
で
日
帰
り
で
き
る
自
村
か
ら

お
よ
そ
四
里
以
内
の
者
と
の
婚
姻
、
遠
方
婚
は
日
帰
り
で
き
な
い
自
村
か
ら
約

四
里
以
上
離
れ
た
者
と
の
婚
姻
を
示
す
。

村
内
婚
、
近
隣
婚
、
遠
方
婚
で
は
、
婚
姻
の
契
機
が
異
な
る
。
三
者
の
う
ち

遠
方
婚
は
、
年
季
奉
公
や
出
稼
ぎ
と
い
っ
た
労
働
移
動
を
契
機
に
成
立
す
る
場

合
、
仲
人
な
ど
の
仲
介
に
よ
っ
て
成
立
す
る
場
合
が
想
定
で
き
る
。
い
ず
れ
の

場
合
も
、
地
域
間
交
渉
の
活
性
化
が
遠
方
婚
成
立
の
必
要
条
件
と
な
る
。
遠
方

婚
の
成
立
要
因
を
解
明
す
る
に
は
、
婚
姻
移
動
を
地
域
特
性
と
捉
え
、
人
口
構

造
、
生
産
活
動
、
労
働
需
要
、
末
端
消
費
、
商
品
流
通
に
関
わ
る
地
域
間
交
渉

と
い
っ
た
地
域
構
成
要
素
間
の
関
係
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
り
、
研
究
対
象
地

域
に
生
じ
た
地
域
変
化
を
焙
り
出
す
歴
史
地
理
学
の
方
法
が
有
効
と
み
ら
れ
る
。

筆
者
が
研
究
対
象
地
域
と
す
る
陸
奥
国
会
津
郡
・
大
沼
郡
、
お
よ
び
下
野
国

塩
谷
郡
の
一
部
を
含
む
南
山
御
蔵
入
領
の
村
々
は
、
隔
絶
山
村
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。
自
治
体
史
の
多
く
も
、
婚
姻
移
動
は
村
内
婚
と
近
隣
婚
に

限
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
過
去
に
遡
る
ほ
ど
村
内
婚
が
大
部
分
を
占
め
た
と
説
明

す
る
（
１
）

。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
十
九
世
紀
初
頭
以

降
、
越
後
国
な
ど
か
ら
南
山
御
藏
入
領
に
縁
付
い
た
事
例
は
少
な
く
な
い

（K
a
w

a
g

u
ch

i, 1997,

　
川
口
、
二
〇
〇
五
、
二
〇
一
五
、
二
〇
一
八
）。
前

稿
で
は
、
陸
奥
国
会
津
郡
古
町
組
鴇と

う

巣の
す

村む
ら

の
百
姓
が
、
仲
人
の
仲
介
に
よ
っ
て

越
後
国
蒲
原
郡
・
古
志
郡
か
ら
女
性
を
配
偶
者
と
し
て
受
け
入
れ
た
背
景
と
し

て
、
生
産
活
動
の
活
性
化
、
女
性
労
働
需
要
の
急
激
な
拡
大
、
末
端
消
費
の
拡

大
、
商
品
流
通
に
関
わ
る
地
域
間
交
渉
の
活
性
化
と
い
っ
た
一
連
の
地
域
変
化

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
川
口
、
二
〇
一
七
）。

婚
姻
移
動
に
関
し
て
自
治
体
史
な
ど
で
誤
認
が
生
じ
た
要
因
の
一
つ
と
し

て
、
南
山
御
藏
入
領
で
作
成
さ
れ
た
「
宗
門
改
人
別
家
別
書
上
帳
」
の
移
動
に
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一
　
他
国
か
ら
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き

他
国
か
ら
縁
付
い
た
嫁
や
聟
を
南
山
御
蔵
入
領
の
村
々
の
「
宗
門
改
人
別
家

別
書
上
帳
」
に
登
録
す
る
手
続
き
は
、
次
の
手
順
で
行
わ
れ
た
。

①�

配
偶
者
の
旦
那
寺
か
ら
縁
付
き
先
の
旦
那
寺
ま
た
は
村
役
人
な
ど
に
寺
送

状
（
旦
那
寺
送
状
）
を
送
る
。

②�

配
偶
者
が
居
住
す
る
村
の
肝
煎
、
庄
屋
か
ら
縁
付
き
先
の
村
の
名
主
に
分

限
送
状
（
村
役
人
送
状
）
を
送
る
。

③�

他
国
か
ら
配
偶
者
を
迎
え
る
家
が
、
村
役
人
と
連
名
で
寺
送
状
（
旦
那
寺

送
状
）
と
分
限
送
状
（
村
役
人
送
状
）
を
添
え
て
、
縁
組
願
書
を
代
官
に

提
出
す
る
。

④�

御
蔵
入
役
所
ま
た
は
田
嶋
陣
屋
か
ら
、
代
官
所
、
触
継
名
主
を
経
て
、
遠

隔
地
出
身
の
配
偶
者
を
受
け
入
れ
る
村
に
送
達
さ
れ
る
縁
組
差
図
書
に

よ
っ
て
縁
組
が
承
認
さ
れ
、
寺
送
状
（
旦
那
寺
送
状
）
と
分
限
送
状
（
村

役
人
送
状
）
が
縁
付
き
先
の
名
主
に
返
却
さ
れ
る
。

①
か
ら
④
の
手
続
き
に
数
カ
月
を
要
し
、
入
婚
者
は
移
動
し
た
翌
年
の
「
宗
門

改
人
別
家
別
書
上
帳
」
に
登
録
さ
れ
る
。

越
後
国
蒲
原
郡
下
大
浦
村
権
右
衛
門
の
娘
「
ち
よ
」
が
、
鴇
巣
村
の
熊
治
に

嫁
い
だ
場
合
に
は
、
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
三
月
四
日
に
、
権
右
衛
門
の
旦

那
寺
で
あ
る
蒲
原
郡
大
崎
村
西
福
寺
か
ら
熊
治
の
旦
那
寺
で
あ
る
会
津
郡
宮
床

村
安
照
寺
宛
に
史
料
三
十
四
の
寺
送
状
（
旦
那
寺
送
状
）
と
下
大
浦
村
肝
煎

関
す
る
記
録
に
漏
れ
が
多
い
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
鴇
巣
村
の
「
宗

門
改
人
別
家
別
書
上
帳
」
に
は
、
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
か
ら
安
政
六
（
一

八
五
九
）
年
ま
で
に
二
百
件
以
上
の
婚
姻
が
確
認
で
き
る
が
、
入
婚
者
の
出
身

地
や
出
婚
者
の
移
動
先
が
記
録
さ
れ
て
い
る
事
例
は
僅
か
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
婚
姻
移
動
を
復
原
す
る
に
は
、
村
に
縁
付
い
た
嫁
や
聟
を
「
宗
門
改
人
別

家
別
書
上
帳
」
に
登
録
す
る
手
続
き
に
関
わ
る
史
料
、
前
年
の
宗
門
改
が
行
わ

れ
て
か
ら
約
一
年
間
の
人
口
動
態
を
記
録
し
た
「
増
減
差
引
之
覚
」
や
「
増
減

改
」
な
ど
を
丹
念
に
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
紹
介
・
翻
刻
す
る
馬
場
家
文
書
と
檜
枝
岐
村
文
書
に
つ
い
て
は
、
福

島
県
教
育
委
員
会
と
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
古
文
書
目
録
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
（
福
島
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一
、
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八

四
）。
馬
場
家
は
、
十
八
世
紀
末
か
ら
幕
末
ま
で
会
津
郡
古
町
組
鴇
巣
村
の
名

主
を
世
襲
し
た
。
一
方
、
檜
枝
岐
村
文
書
は
、
星
家
か
ら
檜
枝
岐
村
に
寄
贈
さ

れ
た
史
料
群
で
あ
る
。
星
縫
殿
助
家
は
、
十
六
世
紀
末
ま
で
南
山
御
蔵
入
領
西

部
を
治
め
た
河
原
田
家
の
家
臣
で
あ
り
、
遅
く
と
も
十
六
世
紀
初
頭
に
は
檜
枝

岐
村
に
土
着
し
て
、
十
七
世
紀
か
ら
幕
末
ま
で
会
津
郡
古
町
組
檜
枝
岐
村
名
主

と
檜
枝
岐
口
留
番
所
番
人
を
世
襲
し
た
。
大
沼
郡
大
塩
組
山
入
村
鮭
立
の
名
主

を
世
襲
す
る
大
竹
家
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
十
六
世
紀
末
ま
で
南
山
御
蔵
入
領
西

部
を
治
め
た
山
ノ
内
家
の
旧
譜
代
を
自
称
す
る
家
柄
で
あ
る
。
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寺
檀
関
係
を
切
る
の
で
、
い
ず
れ
の
寺
の
檀
家
に
な
っ
て
も
構
わ
な
い
と
、
南

山
御
藏
入
領
に
縁
付
く
者
の
旦
那
寺
が
宣
言
し
て
い
る
。

一
方
、
寺
送
り

状
、
宗
門
送

り

状
に
は
、
右
の
内
容
に
加
え
て
、
遠
隔
地
出
身

の
配
偶
者
を
迎
え
る
村
、
配
偶
者
を
迎
え
る
本
人
と
親
の
名
前
を
記
し
、
縁
付

き
先
の
家
の
旦
那
寺
の
旦
中
に
加
え
る
よ
う
、
南
山
御
蔵
入
領
に
縁
付
く
者
の

旦
那
寺
か
ら
縁
付
き
先
の
家
の
旦
那
寺
に
依
頼
し
て
い
る
。

②
の
史
料
は
、
送
状
（
史
料
二
十
九
、
三
十
一
、
三
十
三
、
三
十
五
）、
宗

旨
送
り

（
史
料
九
）、
分
限
送

り

（
史
料
十
三
）、
送
一
札
（
史
料
十
四
、
十
五
）
の

ほ
か
、
所
請
状
（
史
料
二
、
七
）、
手
形
（
史
料
二
十
六
）
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
一
方
、
③
の
縁
組
願
書
で
村
役
人
は
、
②
の
史
料
を
村
役
人
送
状
（
史
料

十
九
、
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三
、
二
十
四
、
三
十
六
、
三
十
九
）、
④
の

縁
組
差
図
書
で
田
嶋
陣
屋
は
、
②
の
史
料
を
分
限
送
状
（
史
料
二
十
）、
御
蔵

入
役
所
は
、
分
限
送
り

（
史
料
二
十
七
）
と
呼
ん
で
い
る
。本
稿
で
は
、
縁
組

差
図
書
と
縁
組
願
書
の
呼
び
方
に
倣
い
、
②
の
史
料
を
分
限
送
状
（
村
役
人
送

状
）
と
総
称
し
た
い
。

分
限
送
状
（
村
役
人
送
状
）
は
、
南
山
御
藏
入
領
に
縁
付
く
者
の
親
と
本
人

の
名
前
・
年
齢
、
仲
人
の
居
住
地
・
名
前
、
遠
隔
地
出
身
の
配
偶
者
を
迎
え
る

家
の
筆
頭
者
と
本
人
の
名
前
を
記
し
、
縁
付
く
者
が
御
法
度
の
宗
門
で
な
い
こ

と
を
保
証
し
た
う
え
で
、
出
身
地
の
宗
門
人
別
改
帳
か
ら
除
外
す
る
の
で
、
縁

付
き
先
の
村
の
宗
門
人
別
改
帳
に
加
え
る
よ
う
、
出
身
地
の
村
の
庄
屋
、
肝
煎

か
ら
縁
付
き
先
の
村
の
名
主
に
依
頼
し
て
い
る
。
史
料
二
、
七
の
よ
う
に
、
南

か
ら
鴇
巣
村
名
主
宛
に
史
料
三
十
五
の
分
限
送
状
（
村
役
人
送
状
）
が
書
か
れ

た
。
つ
ぎ
に
、
天
保
二
年
八
月
に
、
熊
治
、
五
人
組
、
鴇
巣
村
の
百
姓
代
、
組

頭
、
名
主
の
連
名
で
代
官
宛
に
史
料
三
十
六
の
縁
組
願
書
が
書
か
れ
、
最
後

に
、
天
保
二
年
九
月
二
十
八
日
付
け
の
史
料
三
十
七
に
よ
っ
て
、
御
蔵
入
役
所

か
ら
代
官
所
、
鴇
巣
村
が
所
属
す
る
古
町
組
の
触
次
名
主
を
経
て
、
縁
組
が

承
認
さ
れ
た
。「
ち
よ
」
は
、
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
二
月
に
作
成
さ
れ
た

「
天
保
三
辰
年
　
宗
門
改
人
別
家
別
書
上
帳
　
鴇
巣
村
」
に
熊
治
女
房
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
る
。
熊
治
と
「
ち
よ
」
の
縁
組
手
続
き
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、

「
宗
門
人
別
家
別
書
上
帳
」
の
登
録
ま
で
約
一
年
を
要
し
た
。

①
の
史
料
は
、
寺
送
り

状
（
史
料
十
八
、
二
十
八
、
三
十
、
三
十
二
、
三
十

四
、
三
十
八
）
の
ほ
か
、
宗
旨
切
証
文
（
史
料
一
、
四
、
六
）、
切
証
文
（
史

料
二
十
五
）、
宗
旨
切
手
形
（
史
料
十
六
）、
寺
切
手
一
札
（
史
料
三
）、
宗
門

送
り

状
（
史
料
十
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
一
方
、
③
の
縁
組
願
書
で
村
役
人
は
、

①
の
史
料
を
旦
那
寺
送
状
（
史
料
十
九
、
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三
、
二
十

四
、
三
十
六
、
三
十
九
）、
④
の
縁
組
差
図
書
で
南
山
御
蔵
入
役
所
、
田
嶋
陣

屋
は
、
①
の
史
料
を
寺
送
状
（
史
料
二
十
）、
寺
送
（
史
料
二
十
七
）
と
呼
ん

で
い
る
。
本
稿
で
は
、
縁
組
差
図
書
と
縁
組
願
書
の
呼
び
方
に
倣
い
、
①
の
史

料
を
寺
送
状
（
旦
那
寺
送
状
）
と
総
称
し
た
い
。

宗
旨
切
証
文
、
切
証
文
、
宗
旨
切
手
形
、
寺
切
手
一
札
に
は
、
南
山
御
藏
入

領
に
縁
付
く
者
の
親
と
本
人
の
名
前
、
宗
派
を
記
し
、
本
人
が
御
法
度
の
宗
門

で
は
な
く
自
分
の
寺
の
檀
家
で
あ
る
こ
と
を
保
証
し
て
、
縁
組
に
と
も
な
っ
て
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か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

八
一
〇
）
年
か
ら
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
の
期
間
に
記
さ
れ
、
檜
枝
岐
村
か

ら
の
願
書
は
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
付
け
で
あ
る
た
め
、
書
式
の
違
い
が
村

に
よ
る
も
の
か
、
作
成
時
期
に
よ
る
も
の
か
、
今
後
の
史
料
調
査
を
俟
ち
た
い
。

④
で
南
山
御
蔵
入
役
所
、
ま
た
は
田
嶋
陣
屋
か
ら
代
官
所
を
経
て
、
触
継
名

主
に
送
達
さ
れ
た
史
料
は
、
③
の
縁
組
願
書
へ
の
返
書
で
あ
る
（
史
料
八
、

十
七
、
二
十
、
二
十
七
、
三
十
七
）
。
こ
の
史
料
は
、
先
に
翻
刻
・
紹
介
し
た

川
嶋
組
関
本
村
仮
名
主
で
あ
る
渡
部
四
郎
右
衛
門
が
、「
越
国
者
引
入
方
一
巻

帳
」
に
書
き
留
め
た
「
縁
組
御
差
図
書
」
と
同
内
容
で
あ
る
。「
縁
組
御
差
図

書
」
は
、
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
に
四
郎
右
衛
門
が
越
後
国
か
ら
引
き
入
れ

た
女
性
六
人
の
縁
組
を
承
認
す
る
こ
と
を
御
藏
入
役
所
が
、
代
官
所
を
経
て
川

嶋
組
の
触
継
名
主
宛
に
伝
達
し
た
御
用
状
で
あ
る
（
川
口
、
二
〇
一
八
）。
本

稿
で
は
、
④
の
史
料
を
四
郎
右
衛
門
に
倣
い
縁
組
差
図
書
と
呼
び
た
い
。

縁
組
差
図
書
は
、
遠
隔
地
か
ら
配
偶
者
を
迎
え
る
者
の
名
前
と
居
住
地
、
配

偶
者
の
出
身
地
と
親
の
名
前
を
記
し
、
縁
組
の
内
約
束
を
聞
き
届
け
、
縁
組
を

承
認
す
る
こ
と
を
伝
達
す
る
よ
う
、
御
蔵
入
役
所
ま
た
は
田
嶋
陣
屋
が
、
代
官

所
を
経
て
触
継
名
主
に
命
じ
て
い
る
。
そ
の
際
、
③
の
縁
組
願
書
に
添
付
し
た

寺
送
状
（
旦
那
寺
送
状
）
と
分
限
送
状
（
村
役
人
送
状
）
は
、
縁
組
願
書
を
提

出
し
た
村
に
返
却
さ
れ
る
（
史
料
二
十
、
二
十
七
）。
そ
の
た
め
、
史
料
十
八
、

二
十
六
を
は
じ
め
、
遠
隔
地
出
身
の
配
偶
者
を
迎
え
た
村
の
名
主
家
が
、
寺
送

状
（
旦
那
寺
送
状
）
と
分
限
送
状
（
村
役
人
送
状
）
の
本
紙
を
保
存
し
て
い
る
。

山
御
藏
入
領
に
縁
付
く
者
が
御
法
度
の
宗
門
で
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
文
言
に

替
え
て
、
本
人
の
宗
派
、
旦
那
寺
、
旦
那
寺
の
所
在
地
を
記
し
た
史
料
も
あ
る
。

③
の
史
料
の
表
題
は
、
す
べ
て
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」（
史
料
十
二
、
十

九
、
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三
、
二
十
四
、
三
十
六
、
三
十
九
）
で
あ
り
、

一
般
の
願
書
と
同
じ
様
式
で
あ
る
。
遠
隔
地
出
身
者
と
の
縁
組
の
承
認
を
代
官
、

ま
た
は
田
嶋
御
役
所
に
願
い
出
た
願
書
で
あ
る
た
め
、
縁
組
願
書
と
呼
び
た
い
。

鴇
巣
村
か
ら
の
縁
組
願
書
（
史
料
十
九
、
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三
、
二

十
四
、
三
十
六
、
三
十
九
）
は
、
遠
隔
地
出
身
の
配
偶
者
を
迎
え
る
家
の
持

高
・
家
族
構
成
員
の
名
前
と
年
齢
・
本
人
の
名
前
、
南
山
御
蔵
入
領
に
縁
付
く

者
の
出
身
地
・
親
と
本
人
の
名
前
、
仲
人
の
居
住
地
・
名
前
を
記
し
て
、
分
限

送
状
（
村
役
人
送
状
）
と
寺
送
状
（
旦
那
寺
送
状
）
を
添
え
、
遠
隔
地
の
婚
約

者
が
御
法
度
の
宗
門
の
信
者
で
な
い
こ
と
を
保
証
し
て
、
願
人
で
あ
る
遠
隔
地

出
身
の
配
偶
者
を
迎
え
る
家
の
筆
頭
者
、
五
人
組
、
百
姓
代
、
組
頭
、
お
よ
び

名
主
の
連
名
で
、
縁
組
の
承
認
を
代
官
に
求
め
て
い
る
。

鴇
巣
村
と
同
じ
古
町
組
に
所
属
す
る
檜
枝
岐
村
か
ら
の
縁
組
願
書
（
史
料
十

二
）
の
書
式
は
、
若
干
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
南
山
御
蔵
入
領
に
縁
付
く
者
の

出
身
地
・
親
と
本
人
の
名
前
、
年
齢
、
遠
隔
地
か
ら
配
偶
者
を
迎
え
る
家
の
筆

頭
者
の
名
前
、
仲
人
の
居
住
地
・
名
前
を
記
し
、
配
偶
者
の
分
限
送
状
を
受
け

取
っ
た
事
実
を
示
し
、
願
人
で
あ
る
遠
隔
地
出
身
の
配
偶
者
を
迎
え
る
家
の
筆

頭
者
、
五
人
組
、
百
姓
代
、
組
頭
、
お
よ
び
名
主
の
連
名
で
、
分
限
引
き
入
れ

の
承
認
を
田
嶋
御
役
所
に
求
め
て
い
る
。
鴇
巣
村
か
ら
の
願
書
は
、
文
化
七
（
一
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史
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一
方
、
史
料
一
「
寛
政
八
年
三
月
廿
二
日
、
宗
旨
切
證
文
之
事
」
は
、
右
の

史
料
よ
り
十
三
年
遡
る
越
後
国
か
ら
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
聟
入
り
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
聟
入
り
す
る
久
助
の
旦
那
寺
で
あ
る
古
志
郡
上
塩
村
の
花
蔵
院

が
、
大
沼
郡
山
中
村
（
山
入
村
の
枝
村
）
の
村
役
人
に
、
縁
組
に
と
も
な
う

「
寺
替
」
を
認
め
た
の
で
「
宗
帳
」
に
請
け
入
れ
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。「
其

御
所
御
政
事
次
第
宗
帳
ニ

御
請
可
被
成
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
宗
帳
」

は
、
山
中
村
の
「
宗
門
改
人
別
家
別
書
上
帳
」
を
示
す
と
み
ら
れ
る
。

十
九
世
紀
に
も
、
配
偶
者
の
旦
那
寺
か
ら
縁
付
き
先
の
旦
那
寺
に
宛
て
た
寺

送
状
（
旦
那
寺
送
状
）
の
ほ
か
に
、
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
七
月
付
の
安

善
寺
が
宗
門
奉
行
所
に
宛
て
た
史
料
四
、
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
六
月
付
の

長
福
寺
が
会
津
御
預
所
御
役
所
に
宛
て
た
史
料
六
、
慶
應
三
（
一
八
六
七
）
年

十
月
付
の
大
圓
寺
が
檜
枝
岐
村
の
村
役
人
に
宛
て
た
史
料
十
六
が
あ
る
。
い
ず

れ
の
史
料
も
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
に
と
も
な
う
離
檀
を
認
め
る
證
文
で
あ

り
、
縁
付
き
先
の
村
に
「
宗
門
改
人
別
家
別
書
上
帳
」
へ
の
記
入
を
依
頼
し
て

は
い
な
い
。
史
料
一
は
、
聟
入
り
す
る
者
の
旦
那
寺
か
ら
縁
付
き
先
の
村
役
人

に
「
宗
門
改
人
別
家
別
書
上
帳
」
へ
の
登
録
を
依
頼
し
て
い
る
点
で
、
十
九
世

紀
の
寺
送
状
（
旦
那
寺
送
状
）
と
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
史
料
一
と
十
九
世
紀

に
作
成
さ
れ
た
寺
送
状
（
旦
那
寺
送
状
）
を
比
較
す
る
と
、
①
か
ら
④
の
手
続

き
が
確
立
し
た
時
期
は
、
寛
政
八
（
一
七
九
八
）
年
か
ら
文
化
七
（
一
八
一

〇
）
年
ま
で
の
間
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

会
津
藩
田
嶋
陣
屋
は
、
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
に
移
住
者
引
き
入
れ
を
建

二
　
他
国
か
ら
の
縁
組
手
続
き
が
確
立
し
た
時
期

翻
刻
史
料
の
う
ち
、
前
節
で
示
し
た
①
か
ら
④
の
縁
組
手
続
き
が
確
認
で
き

る
最
も
古
い
史
料
は
、
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
の
鴇
巣
村
に
お
け
る
史
料

十
八
の
寺
送
状
（
旦
那
寺
送
状
）、
史
料
十
九
の
縁
組
願
書
下
書
、
お
よ
び
史

料
二
十
の
縁
組
差
図
書
で
あ
る
。
史
料
十
八
が
封
入
さ
れ
て
い
る
福
島
県
歴
史

資
料
館
の
馬
場
新
家
文
書
、
二
五
七
の
資
料
整
理
用
封
筒
に
は
、「
上
　
越
国

分
限
引
入
願
書
入
　
古
町
組
鴇
巣
村
」
と
表
書
き
さ
れ
た
封
紙
が
同
封
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
封
紙
は
、
史
料
十
八
の
寺
送
状
（
旦
那
寺
送
状
）、
分
限
送
状

（
村
役
人
送
状
）、
お
よ
び
縁
組
願
書
の
本
紙
を
代
官
所
に
送
達
し
て
、
史
料

二
十
に
指
示
さ
れ
て
い
る
、
寺
送
状
（
旦
那
寺
送
状
）
と
村
役
人
送
状
（
村
役

人
送
状
）
を
代
官
所
か
ら
鴇
巣
村
に
返
却
し
た
と
き
に
使
わ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。「
越
国
分
限
引
入
願
書
入
」
と
表
書
さ
れ
て
い
る
た
め
、
後
述
す
る
文
化

二
（
一
八
〇
五
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
他
邦
者
引
入
任
役
・
会
津
郡
黒
谷
組
叶
津

村
名
主
・
長
谷
部
忠
右
衛
門
に
よ
る
越
後
国
か
ら
の
分
限
引
き
入
れ
が
、
強
く

意
識
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
化
七
年
に
越
後
国
蒲
原
郡
栗

林
村
「
つ
よ
」
が
、
鴇
巣
村
傳
助
の
女
房
と
し
て
嫁
い
だ
縁
組
は
、
分
限
（
移

住
者
）
引
き
入
れ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
人
口
移
動
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
史
料
十
九
は
縁
組
願
書
の
下
書
き
で
あ
る
た
め
、
鴇
巣
村

で
は
、
文
化
七
年
に
初
め
て
越
後
国
の
女
性
を
配
偶
者
と
し
て
迎
え
た
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
。
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縁
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史
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藏
入
領
と
隣
接
す
る
村
松
藩
が
、
十
九
世
紀
初
頭
か
ら
領
外
へ
の
他
所
稼
ぎ
を

禁
止
す
る
な
か
で
、
越
後
国
か
ら
多
く
の
女
性
を
円
満
に
迎
え
る
に
は
、
移
住

者
引
き
入
れ
に
準
じ
た
厳
密
な
手
続
き
を
整
え
、
遠
隔
地
か
ら
女
性
を
配
偶
者

と
し
て
受
け
入
れ
る
尤
も
ら
し
い
理
由
を
縁
組
願
書
に
書
き
添
え
る
必
要
を
田

嶋
陣
屋
と
村
が
み
と
め
た
と
理
解
し
た
い
。

他
国
か
ら
南
山
御
蔵
入
領
に
縁
付
い
た
配
偶
者
を
「
宗
門
改
人
別
家
別
書
上

帳
」
に
登
録
す
る
た
め
の
手
続
き
は
、
他
邦
者
引
入
任
役
が
他
国
か
ら
引
き
入

れ
た
移
住
者
の
縁
組
手
続
き
と
酷
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
鴇
巣
村
か
ら
代
官

に
提
出
さ
れ
た
縁
組
願
書
の
文
言
は
、
他
邦
者
引
入
任
役
の
主
張
す
る
移
住
者

引
き
入
れ
目
的
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
文
化
二

（
一
八
〇
五
）
年
に
田
嶋
陣
屋
が
移
住
者
の
縁
組
手
続
き
を
整
え
た
時
に
、
先

に
示
し
た
①
か
ら
④
の
縁
組
手
続
き
も
確
立
し
た
と
考
え
た
い
。

三
　
他
国
か
ら
南
山
御
蔵
入
領
へ
縁
付
い
た
人
々

他
国
か
ら
会
津
郡
鴇
巣
村
・
白
澤
村
・
檜
枝
岐
村
・
泥
島
村
、
大
沼
郡
山
入
村
・

大お
お

岐ま
た

村む
ら

に
縁
付
い
た
表
１
、
２
、
３
の
二
十
四
例
の
う
ち
、
三
例
が
聟
入
り
、

二
十
一
例
が
嫁
入
り
で
あ
り
、
女
性
の
転
入
が
大
多
数
を
占
め
る
。
縁
組
の
時

期
は
、
一
七
九
〇
～
一
八
〇
九
年
が
一
例
、
一
八
一
〇
～
一
八
二
九
年
が
九

例
、
一
八
三
〇
～
一
八
四
九
年
が
八
例
、
一
八
五
〇
～
一
八
六
九
年
が
五
例
、

年
不
詳
が
一
例
で
あ
る
。
単
年
で
は
、
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
の
五
例
が
最

議
し
た
会
津
郡
黒
谷
組

叶
か
の
う

津づ

村む
ら

名
主
と
叶
津
口
留
番
所
番
人
を
兼
帯
す
る
長

谷
部
忠
右
衛
門
を
「
越
国
者
引
入
斗
ひ
人
」
に
任
命
し
た
。
翌
年
、
忠
右
衛
門

は
、
越
後
国
な
ど
か
ら
十
七
人
を
引
き
入
れ
、
領
内
の
村
々
に
縁
付
か
せ
た
。

田
嶋
陣
屋
は
、
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
に
移
住
者
を
「
宗
門
改
人
別
家
別
書

上
帳
」
に
登
録
す
る
た
め
、
以
下
の
手
続
き
を
整
備
し
た
。
ま
ず
、
他
邦
者
引

入
任
役
が
移
住
者
の
寺
送
状
と
分
限
送
状
を
受
け
取
り
、
人
物
を
吟
味
し
て
、

「
引
入
願
」
を
代
官
に
提
出
す
る
。
つ
ぎ
に
、
他
邦
者
引
入
任
役
と
移
住
者
を

配
偶
者
と
し
て
受
け
入
れ
る
家
が
、
村
役
人
と
連
名
で
縁
組
願
書
を
代
官
に
提

出
す
る
。
最
後
に
、
田
嶋
陣
屋
か
ら
代
官
所
を
経
て
、
触
継
名
主
、
ま
た
は
他

邦
者
引
入
任
役
に
宛
て
た
縁
組
差
図
書
に
よ
っ
て
縁
組
が
承
認
さ
れ
、
「
宗
門

改
人
別
家
別
書
上
帳
」
に
移
住
者
が
登
録
さ
れ
る
（
川
口
、
二
〇
〇
五
）。
前

節
①
～
④
の
縁
組
手
続
き
は
、
右
に
示
し
た
移
住
者
引
き
入
れ
手
続
き
か
ら
、

他
邦
者
引
入
任
役
が
作
成
し
た
書
類
を
除
い
た
部
分
と
酷
似
し
て
い
る
。

鴇
巣
村
で
作
成
さ
れ
た
史
料
十
九
、
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三
、
二
十

四
、
三
十
六
、
三
十
九
の
縁
組
願
書
に
記
さ
れ
る
「
○
○
義
、
無
妻
ニ
而

■
■

御
百
姓

差
支
候
処
」、「
右
奉
願
候
通
、
早
速
縁
組
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ハ
■
■

、
壱
軒
之
御
百

姓
相
續
ニ

罷
成
、
難
有
仕
合

ニ

可
奉
存
候
」
と
い
う
常
套
句
も
、
長
谷
部
忠
右
衛

門
の
主
張
す
る
移
住
者
引
き
入
れ
の
目
的
を
想
起
さ
せ
る
。
忠
右
衛
門
は
、
天

明
飢
饉
の
た
め
に
増
加
し
た
「
極
々
至
窮
」
の
「
無
妻
無
息
之
族
」
が
「
百
姓

相
続
」
で
き
る
よ
う
、「
民
勢
引
直
」
を
目
的
と
し
て
移
住
者
を
引
き
入
れ
た

と
代
官
宛
の
願
書
で
繰
り
返
し
主
張
し
て
い
る
。
八
十
里
越
を
挟
ん
で
南
山
御
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

表
１

　
陸

奥
国

会
津

郡
鴇

巣
村

、
白

澤
村

へ
の

遠
方

婚
夫

妻
仲

人
移

動
年

文
書

番
号

**

名
前

年
齢

居
住

地
持

高
宗

派
旦

那
寺

旦
那

寺
の

所
在

地
名

前
年

齢
居

住
地

宗
派

旦
那

寺
旦

那
寺

の
所

在
地

名
前

居
住

地
属

性
（

登
録

年
）*

A
，

B
，

C
，

D

伝
助

48
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
鴇

巣
村

6.846
石

高
田

宗
安

照
寺

陸
奥

国
会

津
郡

南
山

御
藏

入
領

宮
床

村
つ

よ
37

越
後

国
蒲

原
郡

村
上

領
栗

林
村

浄
土

真
宗

專
養

寺
越

後
国

蒲
原

郡
村

上
領

燕
町

五
左

衛
門

越
後

国
蒲

原
郡

村
上

領
石

上
村

商
人

文
化

７
年

（
文

化
８

年
）

史
料

18，
…

，
史

料
1
9，

史
料

2
0

繁
治

18
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
鴇

巣
村

3.771
真

言
宗

不
動

寺
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
片

貝
村

こ
と

14
越

後
国

蒲
原

郡
村

松
領

棚
鱗

村
…

…
…

…
又

右
衛

門
越

後
国

蒲
原

郡
村

上
領

三
条

町
商

人
文

化
1
0年

（
文

化
1
1年

）
…

，
…

，
史

料
21・

22，
…

作
治

23
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
鴇

巣
村

5.028
高

田
宗

安
照

寺
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
宮

床
村

い
つ

23
越

後
国

蒲
原

郡
村

松
領

棚
鱗

村
…

…
…

…
利

右
衛

門
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
鴇

巣
村

商
文

化
10年

（
文

化
11年

）
…

，
…

，
史

料
23・

24，
…

弥
惣

治
…

陸
奥

国
会

津
郡

南
山

御
藏

入
領

鴇
巣

村
11.103

高
田

宗
安

照
寺

陸
奥

国
会

津
郡

南
山

御
藏

入
領

宮
床

村
と

め
…

越
後

国
蒲

原
郡

村
松

領
濁

沢
村

…
常

福
寺

越
後

国
蒲

原
郡

村
松

領
牛

野
尾

村
…

…
…

文
化

11年
…

史
料

25
，

…
，

…
，

…

政
七

18
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
鴇

巣
村

10.513
高

田
宗

安
照

寺
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
宮

床
村

ね
ん

19
越

後
国

蒲
原

郡
村

上
領

栗
林

村
…

…
…

…
五

左
衛

門
越

後
国

蒲
原

郡
村

上
領

石
上

村
…

文
化

11年
(文

化
12年

）
…

，
史

料
26

，
…

，
史

料
27

新
蔵

…
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
鴇

巣
村

1.991
時

宗
照

国
寺

陸
奥

国
会

津
郡

南
山

御
藏

入
領

古
町

村
そ

よ
24

越
後

国
蒲

原
郡

村
松

領
棚

鱗
村

時
宗

連
光

寺
…

…
又

右
衛

門
越

後
国

蒲
原

郡
村

上
領

三
条

町
…

文
化

12年
(文

化
1
4年

）
史

料
28

，
史

料
2
9，

…
，

…

孫
四

郎
38

陸
奥

国
会

津
郡

南
山

御
藏

入
領

鴇
巣

村
7.331

時
宗

照
国

寺
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
古

町
村

そ
わ

31
越

後
国

蒲
原

郡
村

松
領

馬
場

村
真

言
宗

延
命

寺
越

後
国

蒲
原

郡
村

松
領

下
大

浦
村

定
蔵

陸
奥

国
会

津
郡

南
山

御
藏

入
領

山
口

村
…

文
政

９
年

（
文

政
1
0年

）
史

料
30

，
史

料
3
1，

…
，

…

倉
治

30
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
鴇

巣
村

1.885
高

田
宗

安
照

寺
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
宮

床
村

ふ
じ

15
越

後
国

古
志

郡
長

岡
領

山
屋

村
真

言
宗

妙
国

寺
越

後
国

古
志

郡
長

岡
領

下
塩

村
富

治
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
鴇

巣
村

…
文

政
10年

（
文

政
11年

）
史

料
32，

史
料

33，
…

，
…

熊
治

22
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
鴇

巣
村

3.771
高

田
宗

安
照

寺
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
宮

床
村

ち
よ

19
越

後
国

蒲
原

郡
村

松
領

下
大

浦
村

浄
土

真
宗

西
福

寺
越

後
国

蒲
原

郡
高

崎
領

大
崎

村
又

四
郎

陸
奥

国
会

津
郡

南
山

御
藏

入
領

鴇
巣

村
…

天
保

２
年

(天
保

３
年

）
史

料
34

，
史

料
3
5，

史
料

3
6，

史
料

37

忠
左

衛
門

…
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
白

澤
村

…
…

…
…

嘉
蔵

娘
…

越
後

国
古

志
郡

長
岡

領
熊

袋
村

…
…

…
…

…
…

天
保

２
年

…
…

，
…

，
…

，
史

料
37

伊
八

40
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
鴇

巣
村

3.771
時

宗
照

国
寺

陸
奥

国
会

津
郡

南
山

御
藏

入
領

古
町

村
の

や
26

越
後

国
蒲

原
郡

村
松

領
西

新
潟

村
高

田
宗

浄
覚

寺
越

後
国

蒲
原

郡
村

松
領

見
附

元
町

乙
蔵

越
後

国
蒲

原
郡

村
松

領
見

附
元

町
…

天
保

３
年

（
天

保
４

年
）

史
料

38
，

…
，

史
料

39
，

…

史
料

）
福

島
県

歴
史

資
料

館
架

蔵
、

馬
場

新
家

文
書

注
１

）
*

登
録

年
は

、「
宗

門
改

人
別

家
別

書
上

帳
」

に
縁

組
が

登
録

さ
れ

た
年

次
を

示
す

。
注

２
）

**
文

書
番

号
の

う
ち

、
A

は
寺

送
状

（
檀

那
寺

送
状

）、
B

は
分

限
送

状
（

村
役

人
送

状
）、

C
は

縁
組

願
書

、
D

は
縁

組
差

図
書

で
あ

る
。
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

表
２

 陸
奥

国
会

津
郡

檜
枝

岐
村

へ
の

遠
方

婚

夫
妻

仲
人

移
動

年
史

料
番

号
**

名
前

年
齢

居
住

地
名

前
年

齢
居

住
地

宗
派

旦
那

寺
旦

那
寺

の
所

在
地

名
前

居
住

地
A

，
B

，
C

，
D

太
兵

衛
41

越
後

国
三

島
郡

桑
名

領
間

瀬
村

新
兵

衛
娘

か
…

陸
奥

国
会

津
郡

南
山

御
藏

入
領

檜
枝

岐
村

…
…

…
佐

内
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
檜

枝
岐

村
嘉

永
5

年
…

，
…

，
史

料
13，

…

三
右

衛
門

…
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
檜

枝
岐

村
み

ゑ
26

上
野

国
利

根
郡

尾
林

欽
五

郎
知

行
地

土
出

村
…

…
…

里
七

陸
奥

国
会

津
郡

南
山

御
藏

入
領

檜
枝

岐
村

嘉
永

5
年

…
，

…
，

史
料

13
，

…

勇
蔵

…
上

野
国

利
根

郡
尾

林
欽

五
郎

知
行

地
土

出
村

伊
右

衛
門

娘
か

…
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
檜

枝
岐

村
…

…
…

佐
和

次
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
檜

枝
岐

村
文

久
元

年
…

，
史

料
14

，
…

，
…

三
右

衛
門

…
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
檜

枝
岐

村
と

せ
24

上
野

国
利

根
郡

尾
林

欽
五

郎
知

行
地

土
出

村
禅

宗
大

圓
寺

上
野

国
利

根
郡

尾
林

欽
五

郎
知

行
地

土
出

村
藤

兵
衛

陸
奥

国
会

津
郡

南
山

御
藏

入
領

大
桃

村
慶

応
3

年
史

料
1
7，

史
料

1
5・

16
，

…
，

…

三
之

助
…

陸
奥

国
会

津
郡

南
山

御
藏

入
領

檜
枝

岐
村

間
五

郎
娘

…
越

後
国

蒲
原

郡
村

松
領

見
付

町
…

…
…

…
…

年
不

明
…

，
…

，
…

，
史

料
18

史
料

）
福

島
県

歴
史

資
料

館
架

蔵
、

檜
枝

岐
村

文
書

注
）

**
文

書
番

号
の

う
ち

、
A

は
寺

送
状

（
檀

那
寺

送
状

）、
B

は
分

限
送

状
（

村
役

人
送

状
）、

C
は

縁
組

願
書

、
D

は
縁

組
差

図
書

で
あ

る
。
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

表
３

 陸
奥

国
大

沼
郡

山
入

村
、

大
岐

村
、

会
津

郡
泥

島
村

へ
の

遠
方

婚

夫
妻

仲
人

移
動

年
史

料
番

号
**

名
前

居
住

地
宗

派
旦

那
寺

旦
那

寺
の

所
在

地
名

前
年

齢
居

住
地

宗
派

旦
那

寺
旦

那
寺

の
所

在
地

名
前

居
住

地
A

，
B

，
C

，
D

久
助

越
後

国
古

志
郡

長
岡

領
本

所
村

真
言

宗
花

蔵
院

越
後

国
古

志
郡

長
岡

領
上

塩
村

勘
右

衛
門

娘
か

…
陸

奥
国

大
沼

郡
南

山
御

藏
入

領
山

中
村

…
…

…
…

…
寛

政
８

年
史

料
１

，
…

，
…

，
…

源
次

郎
陸

奥
国

大
沼

郡
南

山
御

藏
入

領
山

入
村

鮭
立

…
…

…
な

よ
30

越
後

国
蒲

原
郡

新
発

田
領

上
駒

林
村

浄
土

宗
浄

泉
寺

越
後

国
蒲

原
郡

幕
領

下
条

村
…

…
文

政
９

年
史

料
３

，
史

料
２

，
…

，
…

…
…

…
…

…
ち

か
…

越
後

国
三

島
郡

長
岡

領
長

岡
城

下
禅

宗
安

善
寺

越
後

国
三

島
郡

長
岡

領
長

岡
城

下
…

…
文

政
1
3年

史
料

４
，

…
，

…
，

…

徳
次

左
衛

門
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
泥

島
村

…
…

…
山

内
武

次
左

衛
門

娘
む

ら
…

越
後

国
三

島
郡

長
岡

領
長

岡
城

下
…

…
…

大
竹

門
左

衛
門

・
繁

蔵

陸
奥

国
会

津
郡

南
山

御
藏

入
領

山
入

村
鮭

立
天

保
２

年
史

料
５

，
…

，
…

，
…

不
動

寺
陸

奥
国

大
沼

郡
南

山
御

藏
入

領
山

入
村

修
験

…
…

と
ふ

25
越

後
国

古
志

郡
長

岡
領

宮
ヶ

原
村

東
浄

土
真

宗
長

福
寺

越
後

国
郡

長
岡

領
福

嶋
村

…
…

天
保

２
年

史
料

６
，

史
料

７
，

…
，

史
料

８

医
師

一
節

陸
奥

国
大

沼
郡

南
山

御
藏

入
領

山
入

村
…

…
…

仙
右

衛
門

娘
…

越
後

国
蒲

原
郡

村
松

領
棚

鱗
村

…
…

…
…

…
…

天
保

２
年

…
，

…
，

…
，

史
料

８

栄
助

陸
奥

国
大

沼
郡

南
山

御
藏

入
領

山
入

村
鮭

立
…

松
前

寺
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
横

田
村

と
よ

35
下

野
国

塩
谷

郡
南

山
御

藏
入

領
上

三
依

村
真

言
宗

瀧
泉

寺
下

野
国

塩
谷

郡
南

山
御

藏
入

領
上

三
依

村
彦

左
衛

門
陸

奥
国

会
津

郡
南

山
御

藏
入

領
田

嶋
町

天
保

1
0年

史
料

1
0
，

史
料

９
，

…
，

…

卯
之

次
陸

奥
国

大
沼

郡
南

山
御

藏
入

領
大

岐
村

…
…

…
里

そ
39

越
後

国
青

山
九

八
兵

衛
知

行
地

寿
美

曽
村

…
…

…
佐

兵
衛

陸
奥

国
会

津
郡

南
山

御
藏

入
領

小
栗

山
村

安
政

６
年

…
，

史
料

1
1，

…
，

…

史
料

）
福

島
県

金
山

町
教

育
委

員
会

架
蔵

、
大

竹
門

三
家

文
書

注
）

**
文

書
番

号
の

う
ち

、
A

は
寺

送
状

（
檀

那
寺

送
状

）、
B

は
分

限
送

状
（

村
役

人
送

状
）、

C
は

縁
組

願
書

、
D

は
縁

組
差

図
書

で
あ

る
。
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

十
一
石
余
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
特
定
の
階
層
だ
け
が
遠
隔
地
か
ら

配
偶
者
を
迎
え
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。

越
後
国
出
身
の
女
性
を
配
偶
者
と
し
て
迎
え
た
家
を
鴇
巣
村
の
「
宗
門
改
人

別
家
別
書
上
帳
」
で
追
跡
す
る
と
、
夫
の
結
婚
歴
は
、
十
例
の
う
ち
四
例
が
再

婚
、
六
例
が
初
婚
で
あ
る
（
２
）

。
夫
の
結
婚
年
齢
は
、
十
八
歳
か
ら
四
十
八
歳

（
十
代

：

二
人
、
二
十
代

：

三
人
、
三
十

：

三
人
、
四
十
代

：

二
人
）
に
わ

た
っ
て
い
る
。
初
婚
の
場
合
、
夫
は
二
十
歳
前
後
で
あ
る
事
例
が
多
い
が
、
伊

八
の
よ
う
に
四
十
歳
で
結
婚
し
た
事
例
も
み
ら
れ
る
。
一
方
、
妻
の
結
婚
年
齢

は
、
十
四
歳
か
ら
三
十
七
歳
（
十
代

：

四
人
、
二
十
代

：

三
人
、
三
十
代

：

三

人
）
と
広
範
に
わ
た
っ
て
い
る
。
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
か
ら
文
政
二
（
一

八
一
九
）
年
ま
で
に
結
婚
し
た
夫
婦
の
う
ち
、
妊
孕
可
能
年
齢
と
さ
れ
る
満
四

九
歳
ま
で
十
五
年
以
上
結
婚
が
持
続
し
た
二
十
八
組
の
平
均
最
終
出
産
年
齢

は
、
約
三
十
五
歳
で
あ
る
。
三
十
七
歳
で
縁
付
い
た
蒲
原
郡
出
身
の
「
つ
よ
」

は
、
縁
組
の
時
に
平
均
最
終
出
産
年
齢
を
超
え
て
い
た
。

表
２
、
３
に
示
し
た
檜
枝
岐
村
、
山
入
村
、
大
岐
村
、
お
よ
び
泥
島
村
に
嫁

い
だ
女
性
の
結
婚
年
齢
は
、
二
十
四
歳
か
ら
三
十
九
歳
（
二
十
代

：

三
人
、
三
十

代

：

三
人
）
に
わ
た
る
。「
里
そ
」
三
十
九
歳
は
、
二
人
の
連
れ
子
を
伴
う
再
婚

で
あ
り
、「
と
よ
」
三
十
五
歳
も
、
平
均
最
終
出
産
年
齢
を
超
え
て
縁
付
い
た
。

遠
隔
地
出
身
の
入
婚
者
に
は
、
出
産
を
期
待
で
き
な
い
年
齢
に
達
し
た
女
性
も
み

ら
れ
た
。

多
で
あ
り
、
長
谷
部
養
助
が
引
入
任
役
へ
の
再
任
を
願
い
出
た
天
保
二
年
七
月

付
と
み
ら
れ
る
「
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候
」（
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
長
谷

部
家
文
書
、
一
〇
五
一
）
の
「
…
当
年
之
義
ハ
、
越
国
筋
甚
タ

諸
色
高
直

ニ

付
、

御
藏
入
江

縁
付
申
度
、
追
々
大
勢
罷
越
候
処
」
と
い
う
観
察
と
も
一
致
す
る
。

他
国
か
ら
縁
付
い
た
配
偶
者
の
出
身
地
は
、
越
後
国
蒲
原
郡
が
十
三
例
、
古

志
郡
が
四
例
、
三
島
郡
が
三
例
、
上
野
国
利
根
郡
が
三
例
、
下
野
国
塩
谷
郡
が

一
例
で
あ
り
、
越
後
国
出
身
者
が
二
十
四
例
中
二
十
例
を
占
め
る
。
越
後
国
と

陸
奥
国
の
国
境
か
ら
遠
い
檜
枝
岐
村
を
含
む
六
カ
村
す
べ
て
が
、
越
後
国
出
身

の
配
偶
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
。

表
１
に
示
し
た
鴇
巣
村
へ
の
縁
組
十
例
の
う
ち
八
例
の
女
房
の
出
身
地
が

「
宗
門
改
人
別
家
別
書
上
帳
」
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
政
七
女
房
だ
け
が
、

「
越
国
よ
り
縁
付
増
シ
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
弥
惣
治
女
房
に
つ
い
て
は
、

寺
送
状
（
旦
那
寺
送
状
）
だ
け
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、「
宗
門
改
人
別
家
別
書

上
帳
」
に
弥
惣
治
女
房
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
文
政
十
一
（
一
八
二

八
）
年
の
「
宗
門
改
人
別
家
別
書
上
帳
」
に
は
、
文
左
衛
門
女
房
に
「
越
国
引

入
増
シ
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
登
録
手
続
き
に
必
要
な
史
料
は
散
逸
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
表
１
の
事
例
は
、
遠
隔
地
か
ら
鴇
巣
村
に
縁
付
い
た
者

の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
寺
送
状
（
旦
那
寺
送
状
）、
分
限
送
状
（
村
役
人
送
状
）、

縁
組
願
書
、
縁
組
差
図
書
が
全
て
保
存
さ
れ
て
い
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
遠
隔
地

出
身
の
入
婚
者
を
確
認
で
き
る
と
み
ら
れ
る
。

鴇
巣
村
で
越
後
国
出
身
の
女
房
を
受
け
入
れ
た
家
の
持
高
は
、
一
石
余
か
ら
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

史
料
九
の
会
津
郡
田
嶋
町
・
彦
左
衛
門
は
、
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
に
下

野
国
塩
谷
郡
上
三
依
村
の
「
と
よ
」
が
山
入
村
鮭
立
の
栄
助
に
縁
付
く
仲
人
を

務
め
て
い
る
。
田
嶋
町
は
山
入
村
か
ら
直
線
距
離
で
約
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離

れ
て
い
る
た
め
、「
宗
門
改
人
別
家
別
書
上
帳
」
へ
の
登
録
手
続
き
に
必
要
な

書
類
を
整
え
る
た
め
に
、
形
式
的
に
仲
人
を
立
て
た
の
で
は
な
く
、
彦
左
衛
門

が
実
際
に
上
三
依
村
と
の
縁
組
を
仲
介
し
た
と
み
ら
れ
る
（
図
１
）。

史
料
十
一
の
大
沼
郡
小
栗
山
村
・
佐
兵
衛
は
、
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
、

四
　
縁
組
を
仲
介
し
た
仲
人
・
媒
人

南
山
御
藏
入
領
の
六
カ
村
へ
の
入
婚
者
の
出
身
地
は
、
幕
領
、
旗
本
領
、
新

発
田
藩
領
、
村
上
藩
領
、
村
松
藩
領
、
長
岡
藩
領
、
お
よ
び
桑
名
藩
領
に
わ

た
っ
て
い
る
。
嫁
や
聟
を
送
り
出
し
た
実
家
の
宗
派
は
、
時
宗
、
浄
土
真
宗
、

浄
土
真
宗
高
田
派
、
真
言
宗
、
お
よ
び
禅
宗
で
あ
り
、
実
家
と
異
な
る
宗
派
の

家
に
縁
付
い
た
場
合
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
領
主
や
宗
教
者
が
遠
隔
地

か
ら
の
縁
組
を
仲
介
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

表
１
に
は
、
鴇
巣
村
へ
の
入
婚
者
の
出
身
地
に
近
い
越
後
国
蒲
原
郡
に
居
住
す

る
仲
人
が
の
べ
五
人
確
認
で
き
る
。
蒲
原
郡
に
住
む
仲
人
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
労
働
移
動
な
ど
を
契
機
に
鴇
巣
村
周
辺
に
来
て
い
た
越
後
国
出
身
の
女
性

の
縁
組
を
「
宗
門
改
人
別
家
別
書
上
帳
」
に
登
録
す
る
手
続
き
に
必
要
な
書
類
を

整
え
る
た
め
に
、
形
式
的
に
仲
人
を
立
て
た
の
で
は
な
く
、
蒲
原
郡
に
住
む
仲
人

が
、
実
際
に
鴇
巣
村
へ
の
縁
組
を
仲
介
し
た
と
み
ら
れ
る
（
図
１
）。

史
料
二
十
一
に
「
数
年
来
出
入
商
人
」、
史
料
二
十
二
に
「
数
年
来
当
圀

江

出

入
商
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
蒲
原
郡
三
條
の
又
左
衛
門
と
史
料
十
九
に
「
数
年

当
国
出
入
之
商
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
蒲
原
郡
石
上
村
の
五
左
衛
門
は
、
五
年

間
に
二
度
ず
つ
仲
人
を
務
め
て
い
る
。
史
料
二
十
四
に
「
越
国
へ

商
ニ

罷
越
候
」

と
記
さ
れ
て
い
る
鴇
巣
村
の
利
右
衛
門
も
仲
人
を
務
め
て
い
る
。
越
後
国
蒲
原

郡
・
古
志
郡
の
女
性
と
鴇
巣
村
の
百
姓
と
の
縁
組
を
仲
介
し
た
仲
人
の
少
な
く

と
も
半
数
は
、
越
後
国
と
南
山
御
蔵
入
領
を
往
来
す
る
商
人
で
あ
っ
た
。

蒲原郡蒲原郡

河沼郡河沼郡

大沼郡大沼郡

会津郡会津郡

塩谷郡塩谷郡

魚沼郡魚沼郡

利根郡利根郡

古志郡古志郡

三島郡三島郡

夫の出身地夫の出身地 妻の出身地妻の出身地 遠隔地出身の配偶者を受け入れた村遠隔地出身の配偶者を受け入れた村

鴇巣村への縁組の仲人の居住地鴇巣村への縁組の仲人の居住地

山入村への縁組の仲人の居住地山入村への縁組の仲人の居住地

檜枝岐村への縁組の仲人の居住地檜枝岐村への縁組の仲人の居住地

国境国境 郡境郡境

図１ 他国から南山御藏入領 6 カ村への遠方婚（18 世紀末から 19 世紀中期）

　　 翻刻史料１～ 39 にもとづいて、筆者が作成した。
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

上
帳
」
へ
の
登
録
手
続
き
を
始
め
た
と
み
ら
れ
る
。

徳
次
左
衛
門
か
ら
山
内
武
次
左
衛
門
に
贈
ら
れ
た
五
両
の
祝
金
は
、
現
在
の

結
納
金
に
当
る
縁
組
祝
金
と
み
ら
れ
る
。
越
後
国
の
女
性
が
南
山
御
蔵
入
領
に

縁
付
く
場
合
、
縁
組
祝
金
の
相
場
は
五
、
六
両
で
あ
っ
た
（
川
口
、
二
〇
一

八
）。
史
料
五
の
文
面
か
ら
、
縁
組
祝
金
も
仲
人
を
介
し
て
渡
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
、「
む
ら
」
と
徳
次
左
衛
門
は
面
識
が
な
く
、
史
料
の
作
成

さ
れ
た
天
保
二
年
三
月
十
六
日
以
降
、
「
む
ら
」
は
親
で
あ
る
山
内
武
次
左
衛

門
が
決
め
た
縁
組
に
し
た
が
っ
て
、
長
岡
町
か
ら
泥
島
村
に
移
動
し
た
と
推
測

さ
れ
る
。

仲
人
の
一
人
で
あ
る
大
竹
門
左
衛
門
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
十
六
世
紀
末
ま
で

南
山
御
蔵
入
領
西
部
の
金か

な

山や
ま

谷だ
に

と
伊い

北ほ
う

郷ご
う

を
治
め
た
山
ノ
内
家
の
旧
譜
代
を
自

称
す
る
山
入
村
鮭
立
の
名
主
で
あ
る
。
伊
達
政
宗
に
所
領
を
追
わ
れ
た
山
内

刑
部
大
輔
氏
勝
の
一
族
は
、
会
津
・
越
後
国
境
付
近
に
土
着
し
た
（
入
広
瀬

村
教
育
委
員
会
、
一
九
七
九
、
一
七
一
頁
）。
南
山
御
蔵
入
領
、
越
後
国
蒲
原

郡
・
古
志
郡
・
魚
沼
郡
に
住
む
山
ノ
内
家
家
来
衆
に
は
、
名
主
、
口
留
番
所
番

人
、
大
庄
屋
、
割
元
、
肝
煎
、
庄
屋
、
組
頭
な
ど
、
村
役
人
を
世
襲
す
る
家

も
多
か
っ
た
（
川
口
、
二
〇
一
五
）。
大
竹
家
と
同
様
、
山
ノ
内
家
旧
譜
代
を

称
す
る
叶
津
村
名
主
と
叶
津
口
留
番
所
番
人
を
世
襲
し
た
長
谷
部
忠
右
衛
門

は
、
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
、
越
後
国
か
ら
の
移
住
者
引
き
入
れ
を
田
嶋

陣
屋
に
建
議
し
て
、
他
邦
者
引
入
任
役
に
任
命
さ
れ
、
三
代
に
わ
た
り
、
越

後
国
か
ら
多
く
の
女
性
を
引
き
入
れ
、
南
山
御
藏
入
領
の
村
々
に
縁
付
か
せ
た

越
後
国
寿
美
曽
村
の
「
里
そ
」
と
大
沼
郡
大
岐
村
の
卯
之
次
と
の
縁
組
の
仲
人

を
務
め
た
。「
里
そ
」
の
兄
源
蔵
が
、「
同
国
大
石
組
小
栗
山
村
佐
兵
衛
殿
仲
人

被
成
下
、
当
人
ハ
勿
論
私
共
ま
て
示
談
之
上
、
約
定
仕
候
處
、
相
違
無
御
座

候
」
と
記
し
て
い
る
た
め
、
佐
兵
衛
は
小
栗
山
村
か
ら
越
後
国
ま
で
足
を
運
ん

で
縁
談
を
進
め
た
と
推
測
で
き
る
。

史
料
十
四
、
十
五
に
よ
れ
ば
、
上
野
国
利
根
郡
土
出
村
の
「
き
せ
」
が
檜
枝

岐
村
の
三
右
衛
門
嫁
に
縁
付
く
「
媒
人
」
を
会
津
郡
大
桃
村
の
藤
兵
衛
が
務
め

て
い
る
。
史
料
十
六
は
、
大
桃
村
の
藤
兵
衛
を
「
仲
人
」
と
記
し
て
い
る
た

め
、
仲
人
と
媒
人
は
同
義
で
あ
る
。

五
　
長
岡
藩
士
の
娘
の
縁
組

天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
三
月
十
六
日
付
の
史
料
五
は
、
山
内
武
次
左
衛
門

が
、
二
月
六
日
に
仲
人
で
あ
る
会
津
郡
山
入
村
鮭
立
の
大
竹
門
左
衛
門
と
繁
蔵

か
ら
祝
金
五
両
を
受
け
取
り
、
娘
「
む
ら
」
と
会
津
郡
泥
島
村
の
徳
次
左
衛
門

と
の
縁
組
を
承
認
し
た
仮
証
文
で
あ
る
。「
長
岡
家
中
」
と
自
署
し
て
い
る
た

め
、
山
内
武
次
左
衛
門
は
長
岡
藩
士
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
追
而
書
で
、
天

保
二
年
夏
ま
で
に
寺
切
証
文
を
添
え
て
、
縁
組
願
書
を
送
付
す
る
こ
と
を
仲
人

の
大
竹
門
左
衛
門
に
約
し
て
い
る
。
武
家
の
娘
が
南
山
御
藏
入
領
の
百
姓
に
嫁

ぐ
場
合
、
当
主
が
分
限
送
状
（
村
役
人
送
状
）
に
あ
た
る
縁
組
願
書
に
寺
切
証

文
を
添
え
て
仲
人
を
介
し
て
、
嫁
ぎ
先
の
村
に
送
り
、「
宗
門
改
人
別
家
別
書
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

え
る
こ
と
を
内
約
し
て
、
田
嶋
役
所
に
縁
組
を
願
い
出
て
い
る
。
太
兵
衛
は
、

檜
枝
岐
村
に
数
年
間
、
出
入
り
し
て
い
た
大
工
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
太
兵
衛

は
、
仲
人
で
あ
る
檜
枝
岐
村
の
佐
内
が
仲
介
し
て
、
縁
組
を
契
機
に
間
瀬
村
か

ら
檜
枝
岐
村
に
縁
付
い
た
の
で
は
な
く
、
大
工
と
し
て
檜
枝
岐
村
に
出
入
り
し

て
い
る
間
に
、
新
兵
衛
の
娘
と
「
枢
機
」
な
縁
で
結
ば
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

間
瀬
村
を
含
む
日
本
海
沿
岸
の
村
々
か
ら
多
数
の
人
々
が
、
会
津
領
や
南
山

御
蔵
入
領
に
大
工
稼
ぎ
に
来
て
い
た
こ
と
は
、
大
工
の
名
前
や
居
住
地
が
書
か

れ
た
寺
社
や
住
宅
の
棟
札
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
（
小
澤
弘
道
、
二
〇

〇
三
な
ど
）。
新
発
田
藩
が
会
津
街
道
の
藩
境
近
く
に
設
け
た
山
内
番
所
を
通
過

し
て
会
津
に
入
っ
た
旅
人
は
、
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
一
月
か
ら
二
月
末
ま

で
に
七
百
人
を
超
え
た
。
こ
の
う
ち
六
割
が
西
蒲
原
の
沿
岸
地
域
の
村
々
出
身

者
で
あ
り
、
三
人
か
ら
四
十
六
人
か
ら
な
る
間
瀬
村
の
集
団
も
九
組
、
含
ま
れ

て
い
る
（
中
村
、
二
〇
一
〇
、
一
三
六
頁
）。
新
発
田
市
立
歴
史
図
書
館
架
蔵
の

「
山
内
御
番
所
日
記
」
に
は
、
西
蒲
原
か
ら
会
津
を
め
ざ
し
た
大
工
集
団
が
、
天

保
二
（
一
八
三
一
）
年
か
ら
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
ま
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

太
兵
衛
の
縁
組
は
、
越
後
国
か
ら
他
所
稼
ぎ
に
来
た
大
工
、
木
挽
き
、
手
間

取
り
な
ど
が
、
南
山
御
蔵
入
領
の
村
々
に
縁
付
い
た
事
例
の
一
つ
と
み
ら
れ

る
。
仲
人
な
ど
の
仲
介
で
、
縁
組
祝
金
を
受
け
取
っ
た
親
が
決
め
た
縁
組
と
異

な
り
、
遠
隔
地
へ
の
労
働
移
動
を
契
機
と
し
た
縁
組
の
な
か
に
は
、
太
兵
衛
の

よ
う
に
「
枢
機
」
な
縁
で
結
ば
れ
た
事
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

（K
a
w

a
g

u
ch

i, 1
9
9
7

）。

山
ノ
内
氏
勝
か
ら
七
代
目
の
会
津
藩
士
、
山
ノ
内
藤
太
夫
俊と

し

温の
ぶ

（
二
十
二

歳
）
は
、
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
八
月
、
越
後
国
蒲
原
郡
下
大
浦
村
に
あ
る

山
ノ
内
氏
勝
の
墓
に
参
り
、
延
命
寺
と
三
大
寺
に
参
詣
し
た
。
俊
温
に
は
、

金
山
谷
や
伊
北
郷
に
住
む
大
竹
門
蔵
（
三
十
二
歳
）、
長
谷
部
忠
右
衛
門
（
四

十
三
歳
）
ほ
か
山
ノ
内
家
譜
代
十
五
人
が
随
行
し
、
越
後
国
に
住
む
山
ノ
内
家

家
来
五
十
人
以
上
が
、
俊
温
の
御
機
嫌
伺
い
に
伺
候
し
た
。
八
代
目
の
治
部
泰

通
は
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
七
月
に
三
大
寺
墓
参
を
行
い
、
九
代
目
の
山
ノ

内
大
学
知
通
は
、
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
九
月
に
三
大
寺
で
氏
勝
没
後
二

百
年
忌
の
法
要
を
営
ん
で
い
る
（
布
沢
、
一
九
八
八

：

六
一
頁
、
九
四
‐
九
五

頁
）。
越
後
国
に
住
む
山
内
家
家
臣
と
の
人
脈
の
な
か
で
、
長
谷
部
家
は
三
代

に
亘
り
、
越
後
国
か
ら
多
数
の
移
住
者
を
引
き
入
れ
た
と
み
ら
れ
る
（
川
口
、

二
〇
一
五
）。

史
料
五
の
山
内
武
次
左
衛
門
も
、
山
ノ
内
家
の
連
枝
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
れ

ば
、
越
後
国
に
住
む
山
ノ
内
家
家
来
衆
と
の
連
絡
に
当
た
っ
た
大
竹
門
左
衛
門

が
、
縁
組
の
仲
人
を
務
め
た
背
景
も
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

六
　
大
工
稼
ぎ
を
契
機
と
し
た
縁
組

史
料
十
二
で
檜
枝
岐
村
の
新
兵
衛
は
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
九
月
に
越

後
国
三
嶋
郡
間
瀬
村
の
医
師
松
仙
の
伜
太
兵
衛
（
四
十
一
歳
）
を
婿
養
子
に
迎
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

た
。
六
カ
村
と
も
に
、
越
後
国
出
身
の
嫁
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。

十
九
世
紀
前
半
に
隣
国
か
ら
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
遠
方
婚
を
仲
介
し
た
の

は
、
領
主
や
宗
教
者
で
は
な
く
仲
人
・
媒
人
で
あ
っ
た
。翻
刻
史
料
に
よ
っ
て
、

仲
人
・
媒
人
の
な
か
に
、
越
後
国
と
会
津
を
出
入
り
す
る
商
人
の
後
姿
を
捉
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

越
後
国
か
ら
南
山
御
蔵
入
領
に
嫁
い
だ
女
性
は
、
百
姓
の
娘
だ
け
で
は
な

い
。
史
料
五
で
「
長
岡
家
中
」
を
称
す
る
山
内
武
次
左
衛
門
は
、
五
両
の
縁
組

祝
金
を
受
け
取
り
、
娘
「
む
ら
」
と
会
津
郡
泥
島
村
の
徳
次
左
衛
門
と
の
縁
談

を
進
め
て
い
た
。
仲
人
で
あ
る
山
ノ
内
家
譜
代
を
称
す
る
大
沼
郡
山
入
村
の
大

竹
門
左
衛
門
と
の
関
係
に
接
近
す
る
た
め
に
も
、
山
内
武
次
左
衛
門
の
家
譜
の

発
見
に
努
め
た
い
。

一
方
、
史
料
十
二
の
よ
う
に
、
越
後
国
か
ら
の
大
工
稼
ぎ
を
契
機
と
し
て
檜

枝
岐
村
に
縁
付
い
た
事
例
も
確
認
で
き
る
。
遠
隔
地
か
ら
の
労
働
移
動
を
契
機

と
す
る
婚
姻
に
つ
い
て
は
、
南
山
御
蔵
入
領
に
お
け
る
末
端
消
費
と
生
産
活
動

の
動
向
を
視
野
に
入
れ
た
別
稿
を
準
備
中
で
あ
る
。

翻
刻
史
料
か
ら
復
原
し
た
遠
隔
地
出
身
の
配
偶
者
の
な
か
に
は
、
出
産
を
期

待
で
き
な
い
年
齢
に
差
し
掛
か
っ
た
女
性
も
み
ら
れ
た
。
十
九
世
紀
前
半
に
南

山
御
藏
入
領
の
百
姓
が
遠
隔
地
か
ら
配
偶
者
を
迎
え
た
意
図
が
、
縁
組
願
書
に

記
さ
れ
て
い
る
「
壱
軒
之
御
百
姓
相
續
」
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
か
、
引
き
続

き
検
討
し
た
い
。
十
九
世
紀
初
頭
、
南
山
御
蔵
入
領
で
は
総
人
口
が
底
を
打
つ

一
方
で
、
末
端
消
費
の
拡
大
と
生
産
活
動
の
活
性
化
を
と
も
な
う
地
域
変
化
の

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
陸
奥
国
会
津
郡
古
町
組
鴇
巣
村
の
馬
場
家
文
書
、
檜
枝
岐
村
文

書
、
お
よ
び
大
沼
郡
大
塩
組
山
入
村
の
大
竹
家
文
書
を
素
材
と
し
て
、
他
国
か

ら
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料
を
翻
刻
し
て
、
江
戸
時
代

後
期
の
遠
方
婚
の
実
態
を
復
原
し
た
。

翻
刻
史
料
の
う
ち
、
遠
隔
地
出
身
の
嫁
や
聟
を
南
山
御
藏
入
領
の
「
宗
門
改

人
別
家
別
書
上
帳
」
に
登
録
す
る
た
め
に
必
要
な
寺
送
状
（
旦
那
寺
送
状
）、

分
限
送
状
（
村
役
人
送
状
）、
縁
組
願
書
、
縁
組
差
図
書
が
確
認
で
き
る
最
古

の
史
料
は
、
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
の
史
料
十
八
、
十
九
、
二
十
で
あ
る
。

現
段
階
で
は
、
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
に
会
津
藩
田
嶋
陣
屋
が
、
他
国
か
ら

引
き
入
れ
た
移
住
者
の
縁
組
手
続
き
を
整
備
し
た
時
点
で
、
他
国
か
ら
の
縁
組

手
続
き
も
確
立
し
た
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
以
前

に
作
成
さ
れ
た
他
国
か
ら
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料
の
発
見
に
努
め
、
南

山
御
藏
入
領
内
に
住
む
者
同
士
の
縁
組
手
続
き
と
の
異
同
を
確
認
し
た
い
。

遠
隔
地
出
身
の
配
偶
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
の
は
、
前
稿
で
検
討
し
た
会
津
郡

鴇
巣
村
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
隔
絶
山
村
の
代
表
的
事
例
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ

と
の
多
い
会
津
郡
檜
枝
岐
村
、
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
に
成
立
し
た
『
新
編
会

津
風
土
記
』
に
家
数
七
軒
と
記
録
さ
れ
て
い
る
大
沼
郡
大
岐
村
の
ほ
か
に
、
会
津

郡
泥
島
村
・
白
澤
村
、
大
沼
郡
山
入
村
で
も
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
前
半

に
越
後
国
、
上
野
国
、
下
野
国
か
ら
主
と
し
て
女
性
を
配
偶
者
と
し
て
迎
え
て
い
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

・「
昔
は
交
際
範
囲
が
限
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
職
業
内
か
集
落
内
結
婚
が
多
か
っ
た
。
特

に
、
交
通
の
不
便
な
山
間
地
で
は
、
部
落
内
婚
が
多
く
、
長
い
間
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
う
ち
に
、
近
親
血
族
結
婚
と
な
り
、
そ
の
弊
害
も
み
ら
れ
た
。」
（
下
郷
町
史
編
纂

委
員
会
、
一
九
八
二
、
四
〇
四
頁
）。

・「
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
は
石
伏
地
区
内
で
の
結
婚
が
多
く
、
…
（
中
略
）
…
他
地
区
と

の
通
婚
は
寄
岩
・
小
川
・
楢
戸
地
区
と
の
交
流
が
多
か
っ
た
。」（
只
見
町
文
化
財
石

伏
集
落
調
査
委
員
会
、
一
九
八
四
、
四
〇
六
頁
）。

（
２
）�

江
戸
時
代
に
お
け
る
人
口
分
析
シ
ス
テ
ム
（D

A
N

J
U

R
O

 V
er.5.0

）
を
構
成
す

る
「
宗
門
改
帳
」
分
析
シ
ス
テ
ム
の
「
宗
門
改
帳
」
古
文
書
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

検
索
結
果
で
あ
る
。（
二
〇
一
八
年
九
月
二
十
五
日
検
索
、h

ttp
:/

/
k

a
w

a
g

u
ch

i.

ted
u

k
a
y

a
m

a
-u

.a
c.jp

）

参
考
文
献

・
会
津
民
俗
研
究
会
（
一
九
七
一
）
『
奥
会
津
南
郷
村
の
民
俗
』
南
郷
村
教
育
委
員
会
。

・
石
川
純
一
郎
編
（
一
九
七
七
）
『
田
島
町
史
　
第
四
巻
　
民
俗
編
』
歴
史
春
秋
社
。

・
入
広
瀬
村
教
育
委
員
会
（
一
九
七
九
）『
越
後
入
廣
瀬
村
編
年
史
（
中
世
編
）』
入
廣
瀬
村
。

・
小
澤
弘
道
（
二
〇
〇
三
）『
住
ま
い
と
暮
ら
し
』
歴
史
春
秋
社
。

・K
a

w
a

g
u

ch
i, H

ir
o

s
h

i, 1
9
9
7
, P

o
p

u
la

tio
n

 In
cr

e
a

s
e
 P

o
licy

 a
fte

r
 th

e 

1
7
8
3
 G

r
ea

t F
a
m

in
e in

 N
o
r
th

ea
ster

n
 T

o
k

u
g

a
w

a
 J

a
p

a
n

, A
nnales de 

D
ém

ographie H
istorique, 1996, p

p
.1
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8.

・
川
口
洋
（
二
〇
〇
五
）「
十
九
世
紀
初
頭
の
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
に
お
け
る
他
邦
者

引
入
任
役
の
動
向
」
史
境
、
第
五
〇
号
、
一
七
～
三
七
頁
。

・
川
口
洋
（
二
〇
一
五
）「
一
九
世
紀
初
頭
の
奥
会
津
地
方
に
お
け
る
移
住
者
引
き
入
れ
　

―
人
口
増
加
策
か
ら
み
た
地
域
変
化
―
」
落
合
恵
美
子
編
著
『
徳
川
日
本
の
家
族
と

地
域
性
　
―
歴
史
人
口
学
と
の
対
話
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
二
五
～
一
五
一
頁
。

・
川
口
洋
（
二
〇
一
七
）「
十
九
世
紀
の
越
後
国
か
ら
陸
奥
国
へ
の
遠
方
婚
か
ら
み
た
地

域
変
化
」
比
較
家
族
史
学
会
監
修
『
家
族
史
研
究
の
最
前
線
②

　
出
会
い
と
結
婚
』

日
本
経
済
評
論
社
、
二
五
三
～
二
八
九
頁
。

・
川
口
洋
（
二
〇
一
八
）「
史
料
紹
介
・
翻
刻

　
渡
部
四
郎
右
衛
門
廣
稠
（
控
）「
越
国
者

引
入
方
一
巻
帳
」」
帝
塚
山
大
学
文
学
部
紀
要
、
第
三
九
号
、
六
五
～
八
九
頁
。

・
下
郷
町
史
編
纂
委
員
会
（
一
九
八
二
）『
下
郷
町
史

　
第
五
巻

　
民
俗
編
』
歴
史
春
秋
社
。

兆
し
が
顕
れ
た
。
山
中
の
村
々
は
、
他
国
か
ら
女
性
を
受
け
入
れ
、
人
口
回
復

へ
の
道
程
を
自
ら
選
択
し
た
と
み
ら
れ
る
。

謝
辞
　
筆
者
は
、
福
島
県
歴
史
資
料
館
、
金
山
町
教
育
委
員
会
、
お
よ
び
史

料
所
有
者
の
皆
様
の
御
厚
情
に
よ
り
、
貴
重
な
史
料
の
閲
覧
・
複
写
を
許
さ
れ

た
。
筆
者
の
怠
慢
に
よ
り
、
史
料
の
翻
刻
・
紹
介
が
、
今
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
そ
の
学
恩
に
深
謝
し
た
い
。
会
津
街

道
の
藩
境
付
近
に
新
発
田
藩
が
設
け
た
山
内
番
所
の
番
所
日
記
の
撮
影
を
許
さ

れ
た
新
発
田
市
立
歴
史
図
書
館
に
も
感
謝
し
た
い
。
翻
刻
に
あ
た
り
、
東
昇
先

生
、
花
田
卓
司
先
生
、
鈴
木
明
子
先
生
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

注
（
１
）�

南
山
御
入
領
に
位
置
す
る
自
治
体
史
な
ど
に
は
、
婚
姻
移
動
に
関
し
て
閉
鎖
性
を
強

調
し
た
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
多
い
。

・「
通
婚
範
囲
は
伊
南
川
の
上
流
と
下
流
、
一
里
く
ら
い
の
範
囲
で
あ
る
。」（
会
津
民
俗

研
究
会
、
一
九
七
一
、
二
四
四
頁
）。

・「
本
村
は
山
深
い
隔
絶
村
で
あ
っ
た
た
め
、
部
落
婚
を
主
体
と
し
て
い
た
こ
と
は
考
え

ら
れ
る
。
…（
中
略
）…
そ
れ
で
も
部
落
婚
が
大
部
分
な
の
で
血
族
婚
に
な
り
や
す
く
、

い
と
こ
同
士
の
結
婚
は
珍
し
く
な
か
っ
た
」（
檜
枝
岐
村
、
一
九
七
〇
、
三
六
五
頁
）。

・「
ま
た
婚
姻
の
形
態
に
も
、
古
風
な
村
内
婚
か
ら
、
の
ち
に
一
般
化
し
た
村
外
婚
ま

で
の
範
囲
の
拡
大
と
、
嫁
入
り
婚
か
ら
出
会
い
婚
に
い
た
る
変
化
過
程
が
あ
り
、
婿

入
り
婚
・
足
入
れ
婚
・
嫁
入
り
婚
の
類
型
も
著
し
い
変
容
が
み
ら
れ
る
。
…
（
中

略
）
…
同
一
部
落
内
の
婚
姻
を
部
落
婚
と
い
い
、
他
部
落
の
住
民
と
の
そ
れ
を
遠

方
婚
と
し
た
。
こ
れ
も
時
代
を
追
っ
て
遠
方
婚
が
支
配
的
と
な
っ
た
。」（
石
川
編
、

一
九
七
七
、
一
六
八
頁
、
一
七
八
頁
）。
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

翻
刻

【
史
料
一
】�

金
山
町
教
育
委
員
会
架
蔵
、
大
竹
門
三
家
文
書
、「
寛
政
八
年
三
月

廿
二
日
、
宗
旨
切
證
文
之
事
」

　
　
　
　
宗
旨
切
證
文
之
事

一
、
其
御
地
勘
右
衛
門
聟
久
助
儀
、
生
所
越
後
国
古
志
郡

長
岡
領
栃
尾
組
本
所
村
嘉
右
衛
門
次
男
ニ
而

■
■

真
言
宗

拙
寺
旦
那
ニ

紛
無
御
座
候
。
今
般
縁
付
寺
替

相
願
候
ニ

付
、
任
其
送
候
。
以
後
何
宗

ニ

罷
成
候
共
、
拙
寺

構
無
御
座
候
間
、
其
御
所
御
政
事
次
第
宗
帳
ニ

御
請
可
被
成
候
。
為
後
日
、
宗
旨
切
證
文
仍

而

如
件
。

　
　
　
　
　
　
越
後
国
古
志
郡
上
塩
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
蔵
院
　

寛
政
八
丙
辰
年
三
月
廿
二
日

若
松
御
領
伊
方
谷

山
中
村
　
御
役
人
中

【
史
料
二
】�

金
山
町
教
育
委
員
会
架
蔵
、
大
竹
門
三
家
文
書
、「
文
政
九
年
二

月
、
所
請
状
之
事
」

　
　
　
　
所
請
状
之
事

一
、
當
村
百
姓
半
右
衛
門
妹
な
よ
義
、
當
戌

三
拾
才
ニ

罷
成
、
代
々
浄
土
宗

ニ
而

■
■

当
國

・
只
見
町
文
化
財
石
伏
集
落
調
査
委
員
会
（
一
九
八
四
）『
奥
会
津
石
伏
の
歴
史
と
民

俗
』
歴
史
春
秋
社
。

・
中
村
義
隆
（
二
〇
一
〇
）『
割
地
慣
行
と
他
所
稼
ぎ
』
刀
水
書
房
。

・
布
沢
忠
夫
（
一
九
八
八
）『
会
津
横
田
　
山
ノ
内
一
党
史
研
究
ノ
ー
ト
』
北
日
本
プ
ロ

セ
ス
。

・
檜
枝
岐
村
（
一
九
七
〇
）『
檜
枝
岐
村
史
』。

・
福
島
県
教
育
委
員
会
（
一
九
八
一
）『
福
島
県
文
化
財
調
査
報
告
書
　
第
100
集
　
福
島

県
古
文
書
緊
急
調
査
報
告I
　
―
長
谷
部
家
文
書
・
檜
枝
岐
村
文
書
・
馬
場
家
文
書
―
』。

・
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
（
一
九
八
四
）『
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目
録
　
第
13
集
　
県

内
諸
家
寄
託
文
書
〔IX

〕』。

十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
藏
入
領
へ
の
縁
組
手

続
き
に
関
わ
る
史
料
　
翻
刻

凡
例

・�

原
文
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
、
仮
名
は
通
行
の
字

体
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
常
用
漢
字
以
外
の
文
字
、「
江
」、「
而
」、「
者
」、

「
ゐ
」、「
ゟ
」、「
〆
」、「
登
」、「
与
」、「
連
」、「
加
」、「
茂
」、「
和
」、

「
屋
」、「
寿
」、「
俱
」、「
里
」
は
、
原
文
ど
お
り
と
し
た
。

・�

押
印
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
「

」、
印
と
い
う
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
場

合
に
は
「
印
」
と
表
記
し
た
。

・
読
解
の
便
を
考
慮
し
て
、
句
読
点
を
付
し
た
。
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

遣
申
候
。
依
之
、
万
一
帰
國
之
節
ハ
拙
寺

檀
那
ニ

粉
連

無
御
座
候
。
為
後
證
之
、
寺

切
手
一
札
依
而

如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
国
蒲
原
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
料
下
条
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
土
宗
　
浄
泉
寺
　
印

文
政
九
年
戌
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
半
右
衛
門
殿

前
書
之
通
本
紙
此
方
ニ

預
り

置
写

シ

差
遣

し

申
候
。以
上
。

　
　
　
　
　
　
越
後
国
蒲
原
郡

　
　
　
　
　
　
溝
口
伯
耆
守
領
分
上
駒
林
村

　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
市
郎
右
衛
門
　

奥
州
會
津
御
藏
入

　
大
塩
組
山
入
村
鮭
立

　
　
名
主
　
大
竹
門
左
衛
門
殿

【
史
料
四
】�

金
山
町
教
育
委
員
会
架
蔵
、
大
竹
門
三
家
文
書
、「
文
政
十
三
年
七

月
、
宗
旨
切
證
文
之
事
」

　
　
　
　
宗
旨
切
證
文
之
事

一
、
当
城
下
幸
助
娘
ち
加
義
、
宗
旨
之
儀
者

御
料
下
条
村
浄
泉
寺
檀
那

ニ

御
座
候
処
、

離
檀
一
札
を
以
、
其
御
村
方
御
百
姓
源
次
郎
方
江

縁
付
願
出
候

ニ

付
、
當
村
人
別
御
改
帳

差
除
申
候
間
、
其
御
地
御
帳
面
御
書

載
可
被
下
候
。
則
離
檀
一
札
写
シ

差
添

申
候
。
為
後
日
、
所
請
状
依
而

如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
国
蒲
原
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
伯
耆
守
領
分
上
駒
林
村

文
政
九
戌
年
二
月
　
　
　
　
　
名
主
　
市
郎
右
衛
門
　

奥
州
會
津
御
藏
入

　
大
塩
組
山
入
村
鮭
立

　
　
名
主
　
大
竹
門
左
衛
門
殿

【
史
料
三
】�

金
山
町
教
育
委
員
会
架
蔵
、
大
竹
門
三
家
文
書
、「
文
政
九
年
二

月
、
切
手
一
札
之
事
」

　
　
　
　
切
手
一
札
之
事

一
、
其
方
妹
な
よ
義
、
當
戌
三
拾
弐
才
ニ

罷
成
、
代
々
浄
土
宗
旨

ニ
而

■
■

拙
寺
檀
那

ニ

相
違
無
之
候
。
然

ル

所
、
今
般
奥
州
會
津

御
藏
入
大
塩
組
山
入
村
源
次
郎
方
江

縁
付
候

ニ

付
、
離
檀
願
出
候

ニ

付
、
切
手
差
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

　
　
大
竹
門
左
衛
門
殿

前
書
之
通
夏
中
迠
ニ

寺
證
文
相
添

本
書
文
指
遣
し
可
申
候
。
以
上
。

【
史
料
六
】�

金
山
町
教
育
委
員
会
架
蔵
、
大
竹
門
三
家
文
書
、「
天
保
二
年
六

月
、
宗
旨
切
證
文
之
事
」

　
　
　
　
宗
旨
切
證
文
之
事

一
、
当
町
多
左
衛
門
娘
と
ふ
儀
、
宗
旨
之
儀
者

代
々
東
浄
土
真
宗

ニ
而

■
■

拙
寺
檀
那
紛

連

無
御
座
候
處
、
此
度
會
津
山
入
村

江

縁
付
、
依
願
宗
旨
切
證
文
差
遣
し
、

以
後
何
方
何
寺
之
旦
那
相
成
候
共
、

少
茂

構
無
御
座
候
。
為
其
、
宗
旨

切
證
文
仍
而

如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
国
長
岡
領
福
嶋
村

天
保
二
年
六
月
　
　
　
　
東
浄
土
真
宗
　
長
福
寺
　

會
津
御
預
所
　
御
役
所

【
史
料
七
】�

金
山
町
教
育
委
員
会
架
蔵
、
大
竹
門
三
家
文
書
、「
天
保
二
年
七

月
、
所
請
状
之
事
」

　
　
　
　
所
請
状
之
事

代
々
禅
宗
ニ
而

■
■

拙
寺
檀
家

ニ

御
座
候
處
、

此
度
縁
付
、
依
願
宗
旨
切
證
文
差
遣

申
候
。
已
後
何
方
何
寺
之
檀
家
ニ

相
成

候
共
、
少
茂

構
無
御
座
候
。
為
其
、
宗
旨

切
證
文
仍
而

如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
長
岡
城
下

文
政
十
三
寅
年
七
月
　
　
　
　
　
禅
宗
　
安
善
寺
　

宗
門
御
奉
行
所

【
史
料
五
】�

金
山
町
教
育
委
員
会
架
蔵
、
大
竹
門
三
家
文
書
、「
天
保
二
年
三
月

十
六
日
、
指
出
申
書
札
之
事
」

　
　
　
　
指
出
申
書
札
之
事

私
娘
む
ら
登
申
、
黒
谷
組
泥
島
村
徳
次
左
衛
門
殿

新
郎
ニ
而

■
■

仲
人
大
竹
殿
鮭
立
村
繁
蔵
殿

ニ
而

■
■

祝
金
五
両

仲
人
を

以
当
二
月
六
日
内
縁
組
被
相
調
候
由
、

承
知
仕
候
。
御
双
方
様
御
世
話
之
段
与
力
、

辱
奉
存
候
。
追
而

願
書
相
達
寺
切

證
文
相
添
可
指
申
候
。
先
つ

加
り
證
文
と
し
て

為
後
日
、
如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
家
中

天
保
二
卯
年
三
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
山
内
武
次
左
衛
門
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

左
衛
門

与

申
者
娘
右
同
断
。

一
、
同
組
同
村
無
跡
屋
寿
名
跡
ニ

同
国
村
松
領
荒
沢
村
七
助

与

申
者
伜
与
八
夫
婦

并

男
子

共
々
〆
三
人
右
同
断
。

右
条
々
願
出
被
達
候
。
任

願
候
条
、
此
旨
御
申
聞
可
有
之
候
。
以
上
。

十
一
月
廿
六
日
　
　
　
御
藏
入
役
所

右
之
通
申
来
候
条
、
令
承
知

可
申
聞
候
事
。

十
一
月
廿
八
日
　
御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
大
塩
組
触
継
名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
小
沼
唯
八
方
へ

【
史
料
九
】�

金
山
町
教
育
委
員
会
架
蔵
、
大
竹
門
三
家
文
書
、「
天
保
十
年
二

月
、
宗
旨
送
り

之
事
」

　
　
　
　
宗
旨
送
り

之
事

一
、
女
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
と
よ

　
と
し

　
三
十
五

右
者
当
村
彦
右
衛
門
妹
、
田
嶋
町
彦
左
衛
門
殿
仲
人
ニ
而

■
■

其
御
件
妻

ニ

縁
付
参

り

候
ニ

付
、
当
亥
宗
旨
改

此
方
相
除
キ

候
間
、
其
御
件

ニ
而

■
■

御
書
載
可
被
成
候
。
尤

一
、
當
村
太
左
衛
門
娘
と
ふ
儀
、
当
卯
年
弐
拾
五
歳
ニ

罷
成
、
代
々
東
浄
土
真
宗
同
領
分
北
組
福
島
村

長
福
寺
檀
那
ニ

御
座
候
処
、
其
御
村
不
動
寺
殿

江

縁
付
願
出
候

ニ

付
、
當
村
人
別
御
改
帳
指
除

申
候
間
、
其
御
地
御
帳
面
御
書
上
可
被
下
候
。

為
後
日
、
所
請
状
仍
而

如
件
。

　
　
　
　
　
　
牧
野
備
前
守
領
分

　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
国
古
志
郡
上
組
宮
ケ
原
村

天
保
二
卯
年
七
月
　
　
　
　
　
組
頭
　
三
太
左
衛
門
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
屋
　
川
嶋
六
左
衛
門
　

會
津
御
藏
入
大
塩
組

　
　
山
入
村
名
主
　
大
竹
門
左
衛
門
殿

【
史
料
八
】�

金
山
町
教
育
委
員
会
架
蔵
、
大
竹
門
三
家
文
書
、「
天
保
二
年
十
一

月
、
縁
組
差
図
書
」

一
、
大
塩
組
山
入
村
醫
師
一
節
与

申
者
妻

ニ

越
後
国
蒲
原
郡
村

松
領
棚
鱗
村
仙
右
衛
門
与

申
者

娘
縁
組
申
合
候
由
。

一
、
同
組
同
村
修
験
不
動
寺
嫁
ニ

同
国
古
志
郡
上
組
宮
原
村
多
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

【
史
料
十
一
】�

金
山
町
教
育
委
員
会
架
蔵
、
大
竹
門
三
家
文
書
、「
安
政
六
年
十

月
十
七
日
、
差
出
申
縁
談
定
書
之
事
」

　
　
　
　
差
出
申
縁
談
定
書
之
事

一
、
越
後
国
柏
崎
御
代
官
青
山
九
八
兵
衛
様
御
領

所
寿
美
曽
村
名
主
大
口
屋
傳
兵
衛
殿
御
百
姓

源
蔵
妹
里
そ
年
三
十
九
才
并
ニ

女
子
壱
人
年
四
才
、

此
度
奥
州
會
津
御
藏
入
大
塩
組
大
岐
村
卯
之
次

女
房
ニ

同
国
大
石
組
小
栗
山
村
佐
兵
衛
殿
仲
人
被
成
下

当
人
ハ
勿
論
私
共
ま
て
示
談
之
上
、
約
定
仕
候
處
、

相
違
無
御
座
候
。
尤
り
そ
義
、
一
旦
縁
組
仕
子
共
迠
も

数
多

く

持
候
得

と
も

■
■

、
右
縁
付
候
夫
病
死
仕
、
外

ニ

子
供

弐
人
是
又
脇
方
へ
養
子
ニ

遣
し
、
当
時
小
児
壱
人

召
連
、
都
合
弐
人
御
引
請
被
下
置
候
様
ニ

約
定
仕
候
。

尤
右
女
ニ

お
ゐ
て
脇
方
よ
り
故
障
之
筋
聞

而

無
御
座
候
。
若
又
故
障
之
義
出
来
候

ハ
バ

■
■

貴

殿
方
御
苦
労
相
掛
ケ
申
ま
し
俱
候
。
依

之
定
証
文
相
渡
申
候
處
如
件
。

安
政
六
年
未
ノ
十
月
十
七
日

　
　
　
　
　
越
後
国
寿
ミ
そ
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
蔵

　

會
津
御
藏
入
大
岐
村

　
　
　
　
清
左
衛
門
殿

切
支
丹
類
族
ニ

無
御
座
候
。
依

而

宗
旨
送

り

如
此

御
受
御
報
ニ

得
其
意

ヲ

度
候
。以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
州
塩
谷
郡
上
三
依
村
名
主

天
保
十
年
亥
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
右
衛
門
　

奥
州
會
津
郡
鮭
立
村
名
主

　
　
　
　
榮
助
殿
へ

【
史
料
十
】�

金
山
町
教
育
委
員
会
架
蔵
、
大
竹
門
三
家
文
書
、「
天
保
十
年
二

月
、
宗
門
送
り

状
事
」

　
　
　
　
宗
門
送
り

状
事
　

一
、
女
壱
人
　
　
　
　
　
　
　
　
と
よ
　
と
し
　
三
十
五
才

右
者
當
村
彦
右
衛
門
妹
、
代
々
真
言
宗
拙
寺

旦
那
ニ

紛
無
御
座
候
処
、
奥
州
會
津
郡
鮭
立
村

栄
助
殿
女
房
ニ

差
遣

シ

申
候
。
貴
寺
様
以
御
沙

法
旦
那
ニ

御
加

江

可
被
下
候
。
宗
門
送

り

状
仍

而

如
件
。

天
保
十
年
亥
二
月
　
　
　
下
野
塩
谷
郡
上
三
依
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
言
宗

　
瀧
泉
寺

　

奥
州
會
津
郡
横
田
村

　
　
松
前
寺
様
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
代
　
　
　
藤
左
衛
門
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
　
　
　
弥
三
郎
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
　
星
　
縫
殿
之
助
　
　

田
嶋
　
御
役
所

任
願
候
事
（
付
箋
）

【
史
料
十
三
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
檜
枝
岐
村
文
書
、
一
二
六

　
　
　
　
分
限
送
り

一
札
之
事

一
、
私
養
男
勇
蔵
儀
、
其
御
村
佐
和
次
殿

仲
人
ヲ

以
、
御
村
伊
右
衛
門
殿
聟

ニ

呉
渡

シ

申
候
間
、
其
御
村
分
限

ニ

御
加

へ

可
被
下
候
。

此
者
御
法
度
之
宗
門
等
ニ

無
御
座
候
。

依
而

送
り

一
札
如
件
。

文
久
元
年
酉
ノ
十
月
日
　
　
　
　
　
上
州
土
出
村
　
繁
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
安
五
郎

會
津
檜
枝
岐
村

　
星
縫
殿
之
助
様

【
史
料
十
四
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
檜
枝
岐
村
文
書
、
一
二
八

　
　
　
　
送
一
札
之
事

同
　
　
　
小
栗
山
村

　
　
　
　
佐
兵
衛
殿

【
史
料
十
二
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
檜
枝
岐
村
文
書
、
一
四
八

　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
国
三
嶋
郡
間
瀬
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醫
師
　
松
仙
伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
兵
衛
　
年
四
十
壱

　
右
者
古
町
組
檜
枝
岐
村
百
姓
新
兵
衛
と

申
者
聟
養
子

ニ

同
村
佐
内
仲
人

ニ
而

■
■

、

　
貰
申
度
内
縁
申
合
置
候
所
、
右
太
兵
衛
義
大
工
職
ニ
而

■
■

数
年
出
入
枢
機
之
者

ニ

　
御
座
候

ニ

付
、
生
国
ゟ
分
限
送
受
取
申
候
間
、
厚
以
　
御
勘
弁
分
限
引
入

　
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候
。
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
州
利
根
郡
土
出
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
右
衛
門
養
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ゑ
　
と
し
　
弐
十
六

　
右
者
檜
枝
岐
村
百
姓
三
右
衛
門
娵
ニ

同
村
里
七
仲
人

ニ
而

■
■

、
貰
申
度
内
縁
申

　
合
候
ニ

付
、
國
元
ゟ
分
限
送
受
取
申
候
間
、
厚
以
　
御
勘
弁
分
限
引
入

　
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候
。
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
町
組
檜
枝
岐
村
願
人

　
嘉
永
五
子
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
兵
衛

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
断

　
　
　
　
三
右
衛
門
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

会
津
大
桃
村
藤
兵
衛
仲
人

ニ
而
■
■

、
其
御
村
三
右
衛
門
娵

ニ

遣
候

ニ

付
、

此
方
宗
旨
相
除
遣
申
候
。
此
者
御
法
度
之
宗
門
ニ

無
御
座
候
。

右
宗
旨
切
手
形
依
而

如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
出
村

慶
應
三
卯
年
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禅
宗
　
大
圓
寺

　
　
檜
枝
岐
村

　
　
　
　
御
役
人
中

【
史
料
十
七
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
檜
枝
岐
村
文
書
、
一
四
六

南
山
御
藏
入
古
町
組
桧
枝
岐
村

三
之
助
妻
ニ

越
後
國
村
松
領
見
付
町

間
五
郎
娘
内
縁
申
合
被
仰
付

被
下
置
度
由
、
申
出
被
達
候
。
任
願
候

条
、
此
旨
御
申
聞
可
在
之
候
。

　
二
月
　
　
　
　
御
藏
入
役
所

右
之
通
申
来
候
条
、
令
承
知
可

申
聞
候
事
。

　
二
月
五
日

　
　
御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
長
右
衛
門
方
へ

【
史
料
十
八
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
二
五
七

一
、
私
養
女
と
せ
義
、
当
卯
年
弐
十
四
、
会
津
大
桃
村
藤
兵
衛
殿

媒
人
ニ
而

■
■

其
御
村
三
右
衛
門
娵

ニ

呉
渡
申
候
処
実
正

ニ

御
座
候
。

然
上
者

其
御
村
宗
門
人
別

ニ

御
加
入
可
被
下
候
。
為
後
日
、
送
一
札

依
而

如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
国
利
根
郡
土
出
村

慶
應
三
卯
年
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
五
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
檜
枝
岐
村
　
御
名
主
様

【
史
料
十
五
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
檜
枝
岐
村
文
書
、
一
二
七

　
　
　
　
送
一
札
之
事

一
、
私
養
女
と
せ
義
、
当
卯
年
大
桃
村
藤
兵
衛
殿
媒
人
ニ
而

■
■

、

其
御
村
三
右
衛
門
娵
ニ

呉
渡
申
候
所
実
正

ニ

御
座
候
。

然
ル

上
者

其
御
村
宗
門
人
別

ニ

御
加
入
可
被
下
候
。
為
後
日
、
送

り

一
札
仍

而

如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
州
利
根
郡
土
出
村

慶
應
三
卯
年
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
五
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
檜
枝
岐
村
　
御
役
人
様

外
ニ

寺
送

り

大
圓
寺

【
史
料
十
六
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
檜
枝
岐
村
文
書
、
一
二
二

　
　
　
　
宗
旨
切
手
形
之
事

上
州
利
根
郡
土
出
村
五
郎
左
衛
門
養
女
と
せ
義
、
此
度
知
縁
を
以
、



- 23 -

十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

御
百
姓

ニ

差
支
申

ニ

付
、
此
度
、

知
縁
を
以
、
越
後
国
何
之

御
領
分
栗
林
村
何
右
衛
門

妹
は
津
と

申
者
、
同
国

石
上
村
五
左
衛
門
と

申

数
年
当
国
出
入
之
商
人

仲
人
を
以
、
傳
助
女
房
ニ

縁
組
仕
候
筈

ニ

内
約
速

仕
、
則
先
方
村
役
人

旦
那
寺
両
送
状
奉

入
御
俛
ニ

候
間
、
縁
組

被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候
。

尤
此
女
御
法
度
之
宗
門

ニ
茂

■
■

無
御
座
候

ニ

付
、
右
奉
願
候

通
、
早
速
縁
組
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ハ
■
■

、

壱
軒
之
百
姓
相
續
ニ

罷
成
、

難
有
仕
合
ニ

可
奉
存
候
。以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴇
巣
村
願
人

　
傳
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
人
組

　

　
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
役

御
代
官
様

　
　
　
　
指
出
申
寺
送
一
札
之
事
　

一
、
拙
寺
旦
那
仁
平
次
娘
つ
よ
と

申
者

宗
旨
代
々
浄
土
真
宗
ニ

紛
無
御
座
候
。

然
處
此
度
、
其
御
地
鴇
巣
村
傳
助

女
房
ニ

縁
組
中

ニ

付
、
此
方
帳
面
相
除

キ

候
間
、
貴
寺
宗
門
ニ

御
加

へ

可
被
成
候
。
尤

御
法
度
之
類
族
ニ
も
■
■

無
御
座
候
。

為
後
日
、
寺
送
り

状
依
如
件
。

文
化
七
年
七
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
燕
町
　
浄
土
真
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
養
寺
　

會
津
郡
宮
床
村

　
浄
土
宗
高
田
流

　
　
　
安
照
寺
殿

【
史
料
十
九
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
三
〇
〇

　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
高
何
石
何
斗

　
　
　
　
　
傳
助

　
　
　
年
何
拾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
傳
右
衛
門

　
年
何
十

　
　
　
　
　
　
　
　
〆
弐
人
男

右
者
当
村
傳
助
義
、
無
妻
ニ
而
■
■
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
房
　
　
　
と
し
五
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
き
ち
　
と
し
廿
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
繁
治
　
と
し
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
四
人
内
男
弐
人
　
女
弐
人

右
者
当
村
定
右
衛
門
伜
繁
治
義
、
無
妻
ニ
而
■
■

御
百
姓
差
支

申
候
処
、
兼
而

枢
機
在
之
候

ニ

付
、
越
後
国
村
松
御
領
分
棚

鱗
村
仙
右
衛
門
娘
ミ
と
申
者
、
同
国
三
條
又
右
衛
門
と
申
者
数

年
来
出
入
商
人
仲
人
ニ
而
■
■

、
繁
治
女
房
貰
候
筈
内
約

速
仕
、
則
先
方
村
役
人
旦
那
寺
両
送
状
奉
入
御
俛
ニ

候
間
、
縁
組
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候
。
尤
此
女
御
法

度
宗
門
ニ
茂

■
■

無
御
座
候

ニ

付
、
右
奉
願
上
候
通
、
早
速
縁

組
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ハ
■
■

、
壱
軒
之
御
百
姓
相
續

ニ

罷
成

難
有
仕
合
可
奉
存
候
。
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴇
巣
村
願
人
　
定
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
五
人
組
　
孫
四
郎

文
化
十
年
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
百
姓
代
　
助
左
衛
門

　
　
酉
八
月
　
　
　
　
　
　
　
同
村
組
頭
　
　
喜
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
名
主

　
　
忠
右
衛
門

御
代
官
様

【
史
料
二
十
二
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
三
一
四

【
史
料
二
十
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
　
新
家
文
書
、
二
四
五

古
町
組
鴇
巣
村
百
姓
傳
助

女
房
ニ

村
上
領
栗
林
村
仁
平
治

娘
つ
よ
と
申
者
貰
度
よ
し
、

先
方
分
限
送
添
願
書
被
達
候
。

御
会
所
へ

達
之
上
、
被
任
願
候
。
此
旨

可
被
申
聞
候
。
巳
上
。

十
月
朔
日
　
　
　
　
　
　
田
嶋
陣
屋

西
村
作
治
殿
へ

別
紙
之
通
申
来
候
条
、
令

承
知
可
申
聞
候
事

十
月
五
日
　
御
代
官
所

　
　
　
　
古
町
組
触
継
名
主

　
　
　
　
　
　
治
左
衛
門
方
へ

た
ゝ
し
寺
分
限
送
共
ニ

両
状
〆
被
下

ケ

候
間
、
村
方
へ
可
被
渡
候
事
。

【
史
料
二
十
一
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
三
〇
二

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
高
三
石
七
斗
七
升
壱
合

　
　
　
　
　
　
定
右
衛
門

　
年
六
十
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

【
史
料
二
十
三
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
三
〇
三

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
高
五
石
弐
升
八
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
吉
　
　
　
年
四
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
作
治
　
と
し
廿
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
男
宅
治
　
と
し
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
三
人
男

右
者
当
村
定
吉
伜
作
治
義
、
是
迄
無
妻
ニ
而
■
■

御
百
姓

差
支
申
処
、
兼
而

枢
機
在
之
候

ニ

付
、
越
後
国
村
松
御
領

分
棚
鱗
村
藤
助
娘
い
つ
与

申
者
当
村
利
右
衛
門
仲
人

ニ
而

■
■

右
作
治
女
房

ニ

貰
候
筈

ニ

約
速
仕
、
則
先
方
村
役

人
旦
那
寺
両
送
状
奉
御
俛
ニ

入
候
間
、
縁
組
被
仰

付
被
下
置
度
奉
願
上
候
。
尤
此
女
御
法
度
宗

門
ニ
茂

■
■

無
御
座
候

ニ

付
、
右
奉
願
上
候
通
、
早
速
縁
組
被

仰
付
被
下
置
候
ハ
ハ
■
■

、
壱
軒
之
御
百
姓
相

續
ニ

罷
成
、
難
有
仕
合
可
奉
存
候
。以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴇
巣
村
　
願
主
　
　
定
吉

文
化
十
年
酉
八
月
　
　
　
　
　
　
　
五
人
組
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭

　
　
喜
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
代

　
助
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主

　
　
忠
右
衛
門

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
高
三
石
七
斗
七
升
壱
合
　
　
　
　
貞
右
衛
門
　
　
年
六
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
房
　
　
　
と
し
五
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
き
ち
　
と
し
廿
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
繁
治
　
と
し
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
四
人
内
男
弐
人
　
女
弐
人

右
者
当
村
貞
右
衛
門
伜
繁
治
義
、
無
妻
ニ
而
■
■

御
百
姓

差
支
申
ニ

付
、
此
度
知
縁
を
以
、
越
後
国
村
松
御

領
分
棚
鱗
村
仙
右
衛
門
娘
ミ
と
と
申
者
、
同
圀

三
條
又
右
衛
門
と
申
者
、
数
年
来
当
圀
江

出
入

商
人
仲
人
を
以
繁
治
女
房
ニ

縁
組
仕
候
筈

ニ

内

約
速
仕
、
則
先
方
村
役
人
旦
那
寺
両
送
状

奉
入
御
俛
候
間
、
縁
組
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願

上
候
。
尤
此
女
御
法
度
宗
門
ニ
茂

■
■

無
御
座
候

ニ

付
、
右

奉
願
候
通
、
早
速
縁
組
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ハ
■
■

、
壱
軒

之
御
百
姓
相
續
ニ

罷
成
、
難
有
仕
合

ニ

可
奉
存
候
。以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴇
巣
村
願
人
　
　
貞
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
人
組

　
孫
四
郎

　
　
　
　
　
酉
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
代

　
助
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭

　
　
喜
兵
衛

　
　
　
　
　
御
代
官
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主

　
　
忠
右
衛
門
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

【
史
料
二
十
五
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
二
七
四

　
　
　
　
　
差
出
申
一
札
之
事

一
、
拙
寺
旦
那
濁
沢
村
佐
五
兵
衛
む
す
め
と
め

与

申
者
、
此
度
貴
圀
御
蔵
入
鴇
巣
村
甚
助
伜

弥
惣
治
方
へ

縁
付
申
所
、
此
後
何
圀
之
旦
那

ニ

罷
成
候
得
共
、
拙
寺

ニ

お
い
て
何
程
無
御
座
候
。
為
後

日
之
、
切
証
文
依
而

如
件
。

文
化
十
一
甲
戌
年
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
下
田
午
野
尾
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
福
寺
　

會
津
宮
床
村

　
　
安
照
寺
様

【
史
料
二
十
六
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
二
六
六

　
　
　
　
　
差
出
申
手
形
之
事

一
、
当
村
百
姓
理
助
娘
ね
ん
と
し
十
九
、
此
度
石
上
村

五
左
衛
門
仲
人
ヲ

以
、
其
御
村
源
右
衛
門
孫
勘
治
女
房

ニ

縁
組
仕
候

ニ

付
、
此
方
宗
門
御
帳
面
相
除
候
間
、

其
御
村
宗
門
御
改
帳
へ

御
書
加

へ

可
被
成
候
。
尤

此
者
御
法
度
之
宗
門
ニ
茂
■
■

無
御
座
候
。為
後
日
、
仍
如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
林
村
庄
屋

文
化
十
一
年
戌
五
月

　
　
　
　
　
　
　
新
嶋
田
加
左
衛
門

　

【
史
料
二
十
四
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
三
〇
四

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
高
五
石
弐
升
八
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
吉
　
年
四
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
治
　
と
し
廿
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
治
　
と
し
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
三
人
男

右
者
当
村
貞
吉
伜
作
治
義
、
是
迄
無
妻
ニ
而
■
■

御
百
姓

差
支
申
ニ

付
、
此
度
知
縁
を
以
、
越
国
村
松
御
領
分
棚

鱗
村
藤
助
妹
い
つ
と
申
者
、
当
村
利
右
衛
門
と
申
者

越
国
へ

商
ニ

罷
越
候
節
仲
人
を
以
、
作
治
女
房
縁
組

仕
筈
ニ

内
約
速
仕
、
則
先
方
村
役
人
旦
那
寺

両
送
状
奉
御
俛
ニ

入
候
間
、
縁
組
被
仰
付
被
下
置

度
奉
願
上
候
。
尤
此
女
御
法
度
宗
門
ニ
茂

■
■

無
御
座
候

ニ

付
、
右
奉
願
上
候
通
、
早
速
縁
組
被
仰
付
被
下
置

候
ハ
ハ
■
■

壱
軒
之
御
百
姓
相
續

ニ

罷
成
、
難
有
仕
合
可
奉
存
候
。以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴇
巣
村
　
願
人
　
　
貞
吉

　
　
　
　
酉
八
月
　
　
　
　
　
　
　
五
人
組
　
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
代

　
助
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭

　
　
喜
兵
衛

御
代
官
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主

　
　
忠
右
衛
門
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

【
史
料
二
十
八
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
二
七
六

　
　
　
　
　
差
出
申
送
一
札
之
事

一
、
拙
寺
旦
那
仙
右
衛
門
娘
そ
よ
と
申
者
、

代
々
時
宗
拙
寺
檀
那
ニ

紛
無
御
座
候
處
、

其
御
地
鴇
巣
村
孫
四
郎
伜
新
蔵

女
房
ニ

縁
付
申

ニ

付
、
此
方
帳
面
相
除
候
間

貴
寺
旦
中
ニ

御
加
可
被
成
候
。
尤
御
法
度
之

類
族
ニ
ハ
■
■

無
御
座
候
。
為
後
日
、
寺
送

り

状

仍
如
件
。

文
化
十
三
子
年
七
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
国
村
松
領
時
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
光
寺
　

會
津
南
山
古
町
村
時
宗

　
　
照
國
寺
江

【
史
料
二
十
九
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
二
七
五

　
　
　
　
　
差
出
申
一
札
之
事

一
、
當
村
百
姓
仙
右
衛
門
娘
そ
よ
年
廿
四
歳
、

此
度
三
條
町
又
右
衛
門
仲
人
を
以
、
其
御
村
方

御
百
姓
孫
四
郎
伜
新
蔵
女
房
ニ

縁
組
仕
候

ニ

付
、

此
方
宗
門
御
改
帳
相
除
候
間
、
其
御
村
宗
門

御
改
帳
江

御
書
加
可
被
成
候
。
尤
此
者
御
法
度

　
會
津
南
山
御
蔵
入
鴇
巣
村
名
主

　
　
　
馬
場
忠
右
衛
門
殿
へ

【
史
料
二
十
七
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
二
四
三

南
山
御
蔵
入
古
町
組
鴇
巣
村

百
姓
源
右
衛
門
孫
勘
治
与

申
者
妻

ニ

越
後
国
村
上
御
領
栗
林
村

利
助
と
申
者
娘
縁
組
申
合
候
間
、

被
仰
付
被
下
度
旨
願
出
添
書
を
以

被
達
任
願
候
。
尤
寺
送
分
限
送
り

相
返
候
間
、
此
旨
共

ニ

御
申
聞
可

在
之
候
。
以
上
。

九
月
廿
九
日
　
　
　
御
蔵
入
役
所

長
崎
佐
市
右
衛
門
殿
へ

別
紙
之
通
申
来
候
間
、
此
旨
令
承

知
可
申
聞
候
事
。

九
月
廿
九
日

　
　
　
長
崎
佐
市
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
町
組
触
継
名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
左
衛
門
方
へ
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

一
、
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
戌
三
拾
壱
歳

右
者
当
村
百
姓
弥
助
娘
、
此
度
會
津
山
口
村

定
蔵
仲
人
ニ
而
■
■

其
御
村
御
百
姓
孫
四
郎
女
房

ニ

縁
組
仕
候

ニ

付
、
此
方
宗
門
御
改
帳
相
除
候
間
、

其
御
村
宗
門
御
改
帳
江

御
書
加

へ

可
被
成
候
。
此
者

御
法
度
之
宗
門
ニ
茂
■
■

無
御
座
候
。
為
後
日
、
送
状
依
而

如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
国
馬
場
村

文
政
九
丙
戌
年
二
月
　
　
　
　
　
脇
立
肝
煎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
黒
石
左
衛
門
　

會
津
御
蔵
入
鴇
巣
村
名
主

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
与
八
郎
殿

【
史
料
三
十
二
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
二
六
三

　
　
　
　
　
差
出
申
寺
送
一
札
之
事

一
、
拙
寺
旦
那
米
蔵
娘
ふ
じ
と
申
者
、
宗
旨

代
々
真
言
宗
ニ

紛
無
御
座
候
。
然

ル

處
、

此
度
御
地
鴇
巣
村
倉
治
女
房
ニ

縁
付

申
ニ

付
、
此
方
帳
面
相
除
候
間
、
貴
寺
之

宗
門
ニ

御
加
へ
可
被
成
候
。
尤
御
法
度
之
類
族

ニ
茂
■
■

無
御
座
候
。
為
後
日
、
寺
送
状
仍

而

如
件
。

宗
門
ニ
茂
■
■

無
御
座
候
。
為
後
日
、
送
状
仍

而

如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
国
村
松
領
棚
鱗
村
庄
屋

文
化
十
二
乙
亥
年
九
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
稲
田
新
兵
衛
　

會
津
南
山
御
蔵
入
鴇
巣
村
庄
屋

　
　
　
　
　
忠
右
衛
門
殿
へ

【
史
料
三
十
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
二
六
一

　
　
　
　
差
出
申
寺
送
一
札
之
事

一
、
拙
寺
旦
那
弥
助
娘
そ
わ
与

申
者
、
宗
旨
之
儀

者

代
々
真
言
宗

ニ
而
■
■

拙
寺
旦
那

ニ

紛
無
御
座
候
。然
處
、

此
度
其
御
地
鴇
巣
村
孫
四
郎
女
房
ニ

縁
付

申
ニ

付
、
此
方
帳
面
相
除

キ

候
間
、
貴
寺
宗
門

ニ

御
加
ひ
可
被
成
候
。
尤
御
法
度
之
類
族

ニ
も
■
■

無
御
座
候
。

為
後
日
、
寺
送
状
依
而

如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
国
下
大
浦
村

文
政
九
戌
年
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
真
言
宗
　
延
命
寺
　

會
津
御
蔵
入
古
町
村

　
　
時
宗

　
照
国
寺

【
史
料
三
十
一
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
二
六
七

　
　
　
　
　
差
出
申
手
形
之
事
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

卯
年
拾
九
才
ち
よ

与

申
者
、
代
々
浄
土
真
宗

ニ

紛
無
御
座
候
。
然

ル

処
、
此
度
其
御
地
鴇
巣
村

熊
治
女
房
ニ

縁
付
申

ニ

付
、
此
方
帳
面
相
除

キ

候
間
、
貴
寺
御
宗
門

ニ

御
加

へ

可
被
成
候
。
尤

御
法
度
之
類
族
ニ
も
■
■

無
御
座
候
。為
後
日
之
、

寺
送
状
仍
而

如
件
。

天
保
二
卯
年
三
月
四
日
　
　
　
　
　
　
越
後
国
高
崎
領
大
崎
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
土
真
宗
　
西
福
寺
　

會
津
御
蔵
入
宮
床
村

　
　
高
田
宗
　
安
照
寺
殿

【
史
料
三
十
五
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
二
七
十

　
　
　
　
　
差
出
シ

申
手
形
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
よ
　
年
拾
九
才

右
者
当
村
百
姓
権
右
衛
門
娘
ち
よ
、
此
度
其

御
村
又
四
郎
仲
人
ニ
而
■
■

其
御
村
御
百
姓
熊
治
女
房

ニ

縁

組
仕
候
ニ

付
、
此
方
御
改
帳
相
除

き

候
間
、
其
御
村
宗
門

御
改
帳
江

御
書
加

へ

可
被
成
候
。
此
者
御
法
度
之
宗
門

ニ
も
■
■

無
御
座
候
。
為
後
日
、
送
状
仍

而

如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
国
村
松
領
下
大
浦
村

天
保
二
辛
卯
年
三
月
四
日

　
　
　
　
　
肝
煎

　
　
弥
三
兵
衛

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
国
長
岡
領

文
政
十
年
亥
年
二
月
　
　
　
下
塩
村
真
言
宗
　
妙
圓
寺
　

會
津
御
蔵
入
宮
床
村

　
高
田
宗
　
安
照
寺
様

【
史
料
三
十
三
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
二
六
九

　
　
　
　
　
差
出
申
手
形
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
じ
　
年
十
五
才

右
ハ
当
村
百
姓
米
蔵
娘
、
此
度
其
御
村
留
治

仲
人
ニ
而
■
■

御
支
配
御
百
姓
倉
治
女
房

ニ

縁
組
仕
候

ニ

付
、

貴
方
宗
門
御
改
帳
江

御
書
加

へ

可
被
成
候
。
此
者

御
法
度
之
宗
門
ニ
も
■
■

無
御
座
候
。為
後
日
、

送
状
仍
而

如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
国
長
岡
領

文
政
十
亥
年
二
月
日
　
　
　
　
山
屋
村
庄
屋
　
久
右
衛
門
　

　
會
津
御
蔵
入

　
鴇
巣
村
名
主
　
馬
場
勇
八
殿

【
史
料
三
十
四
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
二
六
四

　
　
　
　
　
差
出
申
寺
送
一
札
之
事

一
、
拙
寺
旦
那
村
松
領
下
大
浦
村
権
右
衛
門
娘
当
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
組
頭
　
　
善
兵
衛
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
名
主
　
　
馬
場
與
八
　

御
代
官
様

【
史
料
三
十
七
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
二
四
四

南
山
御
蔵
入
古
町
組
白
澤
村

忠
左
衛
門
与

申
者
娵

ニ

、
越
後
国
古

志
郡
長
岡
領
熊
袋
村
嘉
蔵

与

申
者
娘
、
縁
組
申
合
候
由
。

一
、
同
組
鴇
巣
村
熊
治
与

申
者

妻
ニ

越
後
国
村
松
領
下
大
浦
村

権
右
衛
門
与

申
者
娘
右
同
断
。

右
両
条
願
出
被
達
候
。
任
願

候
条
、
此
旨
御
申
聞
可
有
之
候
。
以
上
。

九
月
廿
八
日
　
御
蔵
入
役
所

加
次
屋
九
左
衛
門
殿
へ

右
之
通
申
来
候
条
、
令
承
知

可
申
聞
候
事
。

九
月
廿
八
日

　
御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
　
　
古
町
組
触
継
名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
断
　
佐
左
衛
門
　

　
會
津
南
山

　
　
御
蔵
入
鴇
巣
村
名
主
　
馬
場
与
八
殿

【
史
料
三
十
六
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
三
〇
七

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
高
三
石
七
斗
七
升
壱
合
　
　
　
　
　
　
　
熊
治
　
歳
廿
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
壱
人
男

右
者
当
村
百
姓
熊
治
義
、
是
迄
無
妻
ニ
而
■
■

御
百
姓
差

支
申
候
處
、
兼
而

枢
機
有
之
候

ニ

付
、
越
後
国
村
松

御
領
分
下
大
浦
村
権
右
衛
門
娘
ち
よ
与

申
者
、
当

村
又
四
郎
仲
人
ニ
而
■
■

右
熊
治
女
房

ニ

貰
候
筈

ニ

内
約

速
仕
、
則
先
方
村
役
人
旦
那
寺
両
送
り

状
相

添
奉
御
俛
ニ

入
候
間
、
縁
組
被
仰
付
被
下
置
度

奉
願
上
候
。
尤
此
者
御
法
度
宗
門
ニ
も
■
■

無
御
座
候

ニ

付
、

右
奉
願
上
候
通
り

早
速
縁
組
被
仰
付
被
下
置

候
ハ
ハ
■
■

、
壱
軒
之
御
百
姓
相
續

ニ

罷
成
、
難
有
仕
合

ニ

可
奉

存
候
。
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴇
巣
村
願
人

　
　
熊
治

　
　
　

天
保
二

　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
五
人
組

　
平
右
衛
門

　

　
　
　
卯
八
月

　
　
　
　
　
同

　
百
姓
代

　
助
左
衛
門
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十
八
・
十
九
世
紀
の
他
国
か
ら
会
津
・
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
関
わ
る
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
三
人
内
男
弐
人
　
女
壱
人

右
者
当
村
伊
八
義
、
是
迄
無
妻
ニ
而
■
■

御
百
姓
差
支
申
候
処
、

兼
而

枢
機
有
之
候

ニ

付
、
越
後
国
村
松
御
領
分
西
新

潟
村
関
内
妹
乃
や
与

申
者
、
見
附
本
町
七
蔵

仲
人
ニ
而
■
■

右
伊
八
女
房

ニ

貰
候
筈

ニ

内
約
速
仕
、
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
添
分
限
引
入

先
方
村
役
人
旦
那
寺
両
送
奉
御
俛
ニ

入
候
間
、
縁

奉
願
上
候
間
、
引
入

組
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候
。
尤
此
女
御
法
度
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
願
之
通

り

類
族

ニ
も
■
■

無
御
座
候

ニ

付
、
右
奉
願
上
候
通
、
早
速
縁
組

被
仰
付
被
下
置
候

ハ
ハ
■
■

、
壱
軒
之
御
百
姓
相
續

ニ

罷
成
、

難
有
仕
合
ニ

奉
存
候
。
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴇
巣
村
　
願
人
　
　
伊
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
人
組
　
丈
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
代
　
助
左
衛
門

天
保
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
　
徳
左
衛
門

　
　
辰
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主

　
　
馬
場
近
右
衛
門

御
代
官
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
長
右
衛
門
方
へ

【
史
料
三
十
八
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
三
〇
八

　
　
　
　
　
差
出
申
寺
送
一
札
之
事

越
後
村
松
領
西
新
潟
村
関
内
義
、
代
々

高
田
宗
ニ
而
■
■

拙
寺
旦
那

ニ

紛
無
御
座
候
處
、

此
度
妹
乃
や
義
、
其
御
地
鴇
巣
村
伊
八

女
房
ニ

縁
付
申

ニ

付
、
此
方
帳
面
相
除

キ

候
間
、

貴
寺
宗
門
ニ

御
加

へ

可
被
成
候
。
尤
御
法
度
之
類

族
ニ
も
■
■

無
御
座
候
。
為
後
日
、
寺
送

り

状
依

而

如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
国
見
附
元
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
宗
　
浄
覚
寺

天
保
三
年
辰
七
月

會
津
御
蔵
入
古
町
村
時
宗

　
　
　
　
　
　
照
国
寺

【
史
料
三
十
九
】
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、
馬
場
新
家
文
書
、
三
〇
九

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
高
三
石
七
斗
七
升
壱
合

　
　
　
　
　
伊
八

　
　
　
　
歳
四
十

　
内
壱
斗
八
升
壱
合
新
田

　
　
　
　
母

　
　
　
　
　
と
し
六
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兄
七
右
衛
門

　
歳
六
十
一


